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学
校
教
育
の
充
実

　

小
学
校
低
学
年
を
対
象
と
し
た
英
語
ふ

れ
あ
い
教
室
、
小
中
連
携
教
育
推
進
事
業
、

中
学
生
自
学
講
座
な
ど
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
新
た
に
、
市
内
小
中
学
校
の
夏
季

休
業
中
の
学
習
支
援
と
し
て
「
甲
斐
っ
子

応
援
教
室
」
を
実
施
し
ま
す
。

家
庭
・
地
域
・
学
校
の

連
携
強
化

　
家
庭
・
地
域
・
学
校
の
連
携
強
化
を

図
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
推
進

事
業
、
保
育
園
で
は
楽
し
み
な
が
ら
英

語
に
親
し
む
な
ど
の
自
己
表
現
活
動
実

践
事
業
、
命
を
大
切
に
す
る
心
を
育
む

活
動
の
実
践
事
業
な
ど
に
も
取
り
組
み

ま
す
。

生
涯
学
習
・

文
化
活
動
の
推
進

　
市
内
の
小
中
学
生
が
合
唱
や
吹
奏
楽
な

ど
の
舞
台
発
表
を
行
う
「
甲
斐
市
小
中
学

校
音
楽
祭
」
を
開
催
し
、
文
化
芸
術
に
親

し
む
機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
山
県
大
弐
書
道
展
事
業
、
山
県
大

弐
紙
芝
居
活
用
事
業
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
を
活
用
し
た
子
ど
も
育
成
事
業
、
公

民
館
に
お
い
て
開
催
す
る
子
ど
も
ふ
れ
あ

い
教
室
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
爽
快
こ
ど
も
水
泳
教
室
や
着
衣
泳
教

室
、
誰
で
も
簡
単
に
取
り
組
め
る
軽
ス

ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

図
書
館
活
動
の
推
進

　
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
本
に
親
し
む
環
境
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
事
業
、
お
は
な
し
会
の
開
催
、
幼
稚
園

や
保
育
園
へ
の
移
動
図
書
館
な
ど
を
継
続

し
て
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
男
女
共
同
参
画
の
啓
発
活

動
、
子
ど
も
料
理
教
室
、
親
子
環
境
ツ

ア
ー
、
親
子
食
育
教
室
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。　
　

 

健
や
か
で
心
ふ
れ
あ
う

 

安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

障
が
い
者
福
祉

　
障
が
い
者
（
児
）
が
将
来
に
わ
た
り
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
充

実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、

基
幹
業
務
を
委
託
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の

相
談
支
援
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
体

制
、
機
能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

子
育
て
支
援

　
新
た
な
事
業
と
し
て
「
甲
斐
市
版
ネ
ウ

ボ
ラ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
み

ま
す
。「
ネ
ウ
ボ
ラ
」
と
は
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
で
始
ま
っ
た
妊
娠
か
ら
出
産
、
子
育
て

中
の
母
と
子
の
心
身
の
支
援
を
行
う
サ
ー

ビ
ス
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　
「
甲
斐
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）」
を
組
織
し
、
本
市
に
お

け
る
子
育
て
世
帯
の
「
安
心
感
・
安
全
感
」

を
醸
成
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
母
子
の
健
康
推
進
を
図
る
た
め

妊
産
婦
お
よ
び
乳
幼
児
を
対
象
と
し
た
マ

タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
、
健
康
診
査
、
健
康
相

談
、
家
庭
訪
問
等
の
実
施
や
不
妊
治
療
の

助
成
、
市
単
独
で
の
妊
婦
健
診
も
引
き
続

き
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
延
長
保
育
や
休
日
保
育
、
病

児
・
病
後
児
保
育
等
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
と
と
も
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・ 切れ目の無い子ども・子育て支援の充実

平成 28年度　施政方針

　

　

新
年
度
に
お
け
る
組
織
機
構
に
つ
い
て

は
、
新
た
な
行
政
課
題
に
対
応
す
る
た
め

優
先
的
に
次
の
二
つ
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
福
祉
健
康
部
門
の
さ
ら
な
る

充
実
で
す
。
少
子
高
齢
化
対
策
、
社
会
的

弱
者
対
策
に
取
り
組
む
た
め
、
現
行
の
福

祉
健
康
部
を
「
福
祉
部
」
と
「
子
育
て
健

康
部
」
に
再
編
し
、
次
世
代
育
成
の
切
れ

目
な
い
総
合
的
な
支
援
に
向
け
た
体
制
強

化
を
図
り
ま
す
。

　

次
に
危
機
管
理
機
能
・
体
制
の
充
実
で
す
。

自
然
災
害
は
必
ず
発
生
す
る
と
い
う
前
提
に

立
ち
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め

の
「
減
災
対
策
」
に
取
り
組
む
こ
と
の
重
要

性
は
一
層
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
行
の

消
防
防
災
対
策
室
を
「
防
災
危
機
管
理
課
」

と
し
、
市
民
の
安
全
を
確
保
す
る
交
通
や
防

犯
に
お
け
る
総
合
的
な
防
災
危
機
管
理
部
門

の
充
実
強
化
を
図
り
ま
す
。

　　

歳
出
予
算
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
、
新
し

い
総
合
計
画
（
本
誌
６
〜
９
ペ
ー
ジ
参
照
）

の
基
本
目
標
に
基
づ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

 
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り

 

生
涯
に
わ
た
る
学
び
の
ま
ち

・
学
校
教
育
の
環
境
整
備

　

学
力
低
下
傾
向
の
児
童
、生
徒
へ
の
チ
ー

　

ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
指
導
、
学
校
支
援

　

員
の
適
正
配
置
な
ど
を
行
い
ま
す
。

生
涯
学
習

　

老
朽
化
し
た
竜
王
中
部
公
民
館
の
建
て

替
え
に
必
要
な
作
業
と
取
り
壊
し
の
ほ

か
、
地
域
の
生
涯
学
習
の
拠
点
で
あ
る
各

公
民
館
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

・
市
立
図
書
館

　

魅
力
あ
る
図
書
館
を
目
指
し
て
図
書
や

　

資
料
の
収
集
お
よ
び
提
供
に
努
め
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

　
　

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
新
年
度
も
ラ
ジ
オ
体
操
を
主
体

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
（
５
月
25
日
の
水
曜

日
に
実
施
）
に
参
加
し
ま
す
。

　

創
甲
斐
教
育
　

　
平
成
26
年
度
に
見
直
し
を
行
い
、
平
成

27
年
度
か
ら
「
後
期
甲
斐
市
創
甲
斐
教
育

推
進
大
綱
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

時
代
に
沿
っ
た
適
正
な
目
標
を
掲
げ
、

学
校
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
や
関

係
機
関
と
連
携
し
て
38
の
関
連
事
業
を

実
施
し
、
今
を
生
き
、
将
来
を
生
き
る

力
を
育
む
「
甲
斐
っ
子
づ
く
り
」
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
　

　

平
成
28
年
度
の
当
初
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
第
２
次
甲

斐
市
総
合
計
画
」
を
踏
ま
え
、
政
策
課
題
の
着
実
な
推
進
と
健
全
財
政
の
堅
持
を
基
本

に
、「
緑
と
活
力
あ
ふ
れ
る
生
活
快
適
都
市
」
の
実
現
に
向
け
、
施
策
の
選
択
と
集
中

を
図
り
ま
し
た
。

施
政
方
針

平
成
　
年
度

　
保
坂
武
市
長
は
、
２
月
26
日
に
開
会
し
た
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
28
年
度

の
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

組
織
機
構 

28
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平成 28年度　施政方針

バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市

　
平
成
27
年
度
か
ら
本
格
的
に
取
り
組

み
を
開
始
し
、
策
定
し
ま
し
た
「
甲
斐
市

バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想
」
に
つ
い
て

は
、
国
か
ら
「
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
」

の
認
定
を
受
け
て
お
り
、
環
境
に
や
さ
し

く
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

　

今
後
、
構
想
の
実
現
に
向
け
、
具
体
的

に
進
め
て
行
き
ま
す
が
、
各
段
階
に
お
い

て
丁
寧
な
説
明
に
努
め
、
ご
理
解
を
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

生
ご
み
減
量
化

　
市
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

学
校
か
ら
出
る
生
ご
み
を
回
収
し
、
土
壌

改
良
や
植
物
の
発
育
促
進
な
ど
に
有
効

と
い
わ
れ
て
い
る
液
肥
の
生
成
を
実
施

し
ま
す
。

 

農
業
振
興
　

　
　

農
業
生
産
の
基
盤
と
な
る
農
地
を
保
全

し
、
農
地
の
有
効
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、

耕
作
放
棄
地
を
解
消
し
、
特
徴
あ
る
農
業

生
産
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

竜
王
赤
坂
地
区
活
性
化
事
業
で
取
り
組

み
、
甲
斐
市
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
確
立
さ
れ

て
お
り
ま
す
「
赤
坂
と
ま
と
」
は
、
な
お

一
層
の
Ｐ
Ｒ
を
図
り
ま
す
。
サ
ツ
マ
イ
モ

の
栽
培
に
つ
い
て
も
、
本
格
芋
焼
酎
「
大

弐
」
が
新
た
な
特
産
品
と
し
て
定
着
す
る

よ
う
、
そ
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

商
工
業
の
振
興
等

　　

甲
斐
市
商
工
会
を
支
援
、
連
携
す
る
中

で
、
今
年
度
認
定
を
受
け
た
創
業
支
援
事

業
計
画
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
地
域
産
業

の
担
い
手
で
あ
る
中
小
企
業
者
へ
の
経
営

お
よ
び
創
業
促
進
支
援
を
図
り
ま
す
。

　

観
光
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
観
光
巡
回

バ
ス
の
運
行
や
「
甲
斐
市
小
さ
な
旅
」
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
事
業
の
推
進

　
　
「
第
３
次
甲
斐
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
向
け
、
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

行
政
改
革
の
推
進

　「
第
３
次
行
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
き
、

質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
。

　

行
政
評
価
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引

き
続
き
、
事
務
事
業
の
評
価
・
検
証
を
行

い
、
評
価
結
果
に
つ
い
て
公
表
し
な
が
ら
、

よ
り
効
率
や
効
果
の
高
い
事
務
事
業
の
推

進
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
常
に
市

民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
よ
り
質
の
高
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

バイオマス燃料としての利用が見込まれる林地残材

　

平
成
28
年
度
の
当
初
予
算
に
つ

い
て
は
、
広
報
「
甲
斐
」
５
月
号

に
掲
載
し
ま
す
。

 

自
然
と
生
活
が

 

調
和
し
た
環
境
を
築
く
ま
ち

 

交
流
と
協
働
に
よ
る

 

未
来
を
拓
く

 

活
力
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち　

セ
ン
タ
ー
事
業
、
子
育
て
ひ
ろ
ば
子
育
て

教
室
な
ど
の
充
実
に
も
努
め
ま
す
。

　

松
島
保
育
園
の
建
て
替
え
事
業
で
は
民

設
民
営
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
る
事
業
者

の
募
集
を
行
い
ま
す
。

高
齢
者
福
祉

　
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
を
活
用
し
、

高
齢
者
が
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
共
に
支
え
合
う
地
域
づ
く

り
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

併
せ
て
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
関
係
諸
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
地
域

ケ
ア
会
議
の
開
催
、
新
し
い
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
へ
の
円
滑
な
移

行
、
相
談
支
援
体
制
の
強
化
な
ど
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
取
り

組
み
ま
す
。

保
健
医
療

　
生
活
習
慣
病
の
予
防
対
策
お
よ
び
疾

病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
、
総

合
健
診
、
人
間
ド
ッ
ク
の
充
実
な
ど
を
図

り
、
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
の
配
布
な

ど
が
ん
検
診
推
進
事
業
も
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。　
　
　

　

ま
た
、
健
康
寿
命
へ
の
意
識
向
上
と

健
康
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
と
し
て

「
健
幸
ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー
事
業
」
を
実
施

し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
生
活
保
護
に
至
る
前
の

段
階
の
生
活
困
窮
者
に
対
し
ま
し
て

は
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ

く
事
業
と
し
て
、
自
立
支
援
の
強
化
を

図
る
た
め
の
相
談
支
援
な
ど
を
引
き
続

き
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

 

美
し
い
景
観
と

 

快
適
で
安
全
な

 

都
市
機
能
を
築
く
ま
ち

・
公
園
の
整
備　

　

西
八
幡
地
区
に
新
た
に
計
画
し
て
い
る

　
（
仮
称
）上
八
幡
公
園
に
つ
き
ま
し
て
は
、

　

計
画
用
地
の
取
得
を
行
い
ま
す
。

・
塩
崎
駅
周
辺
整
備
事
業　

　

南
口
駅
前
広
場
の
整
備
や
、
塩
崎
駅
ア

　

ン
ダ
ー
ガ
ー
ド
の
拡
幅
工
事
に
つ
い
て

　

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

消
防
・
防
災
の
充
実

　
　

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
地
域
に
お

け
る
防
災
啓
発
活
動
や
防
災
訓
練
等
を
実

施
し
、
災
害
時
に
は
避
難
所
運
営
支
援
な

ど
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
地
域
防

災
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
甲
斐
市
地
域
防
災
計
画
」
に

基
づ
き
、
飲
料
水
や
ア
ル
フ
ァ
ー
米
な
ど

の
非
常
用
食
料
の
備
蓄
や
避
難
所
用
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
防
災
備
品
の
整
備
を
計

画
的
に
行
う
な
ど
安
全
安
心
の
た
め
の
対

策
を
充
実
強
化
し
ま
す
。

防
犯
・
交
通
安
全
の
推
進

　
　

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
を
抑
止

す
る
た
め
、
市
民
の
自
主
的
な
生
活
安
全

活
動
へ
の
支
援
を
行
い
、
引
き
続
き
防
犯

灯
の
設
置
や
、
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

カ
ー
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
と
し
て
交
通
安
全
施
設

の
整
備
を
図
り
、
市
内
の
交
通
安
全
各
種

団
体
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
警
察
な
ど

関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
交
通
事
故
の
な

い
安
全
な
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。 安心安全なまちづくりの推進

平成 28年度　施政方針

5 4広報 甲斐 2016. ４月号 No.140広報 甲斐 2016. ４月号 No.140



同じ形の「国印」を一斉に作るとき、この「交（か）い」の
音に当てられたのが「甲斐」の文字である。
　「甲」は十干（じっかん）十二支（じゅうにし）という干支
の最初の文字であり、物事の一番という意味。また「斐」
という文字は、織物からきている文字で、美しく盛んな
様をさしており、この縁起がよく美しく良き文字が選ばれ
たのではないか。”

（参考文献：平川南2007年「開かれた山国」『山梨の
人と文化（山梨学講座）5』ふるさと文庫）

　この「人が行きかう・美しく盛んで一番」という「甲
斐」の地名の由来は、1,300年の時を超えて誕生
した私たち「甲斐市」の目
指すまちづくりの考えと一
致しているとも言えるで
しょう。

　
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
今
後

10
年
間
の
計
画
的
か
つ
効
率
的
な

市
政
運
営
を
行
う
た
め
の「
第
２

次
甲
斐
市
総
合
計
画
」を
策
定
し

ま
し
た
。

　
４
月
か
ら「
第
２
次
甲
斐
市
総

合
計
画
」に
基
づ
き
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
が
始
ま
り
ま
す
。

　「
第
２
次
甲
斐
市
総
合
計
画
」は
、

昨
年
10
月
に
策
定
し
た
市
の
人
口
の

現
状
分
析
や
展
望
な
ど
を
示
し
た

「
甲
斐
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
人
口
ビ
ジ
ョン（
以
下
、人
口
ビ
ジ
ョ

ン
）」、
市
の
人
口
減
少
と
地
域
経
済

縮
小
の
克
服
を
目
指
す
た
め
の「
甲

斐
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略（
以
下
、
総
合
戦
略
）」の

２
つ
の
内
容
を
反
映
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
て
、「
第
２
次
甲
斐
市
総
合
計

画
」「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」「
総
合
戦

略
」の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
総
合
計
画
と
は
、「
甲
斐
市
ま
ち
づ

く
り
基
本
条
例
」に
基
づ
く
、
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
な
ど
を
見
据
え

た
、
市
の
望
ま
し
い
将
来
像
と
市
政

推
進
の
取
り
組
み
を
示
し
た
ま
ち
づ

く
り
の
方
針
で
す
。

  　「
第
２
次
甲
斐
市
総
合
計
画
」

は
、「
基
本
構
想
」と「
基
本
計
画
」

に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
内
容
と
期
間
は
次
の
と

お
り
で
す
。

  　「
基
本
構
想
」は
、
市
の
特
性
と
課

題
、
社
会
の
潮
流
を
踏
ま
え
、
目
指

す
べ
き
将
来
像
を
設
定
し
、こ
れ
を

実
現
す
る
た
め
の
基
本
目
標
と
推
進

方
策
な
ど
を
示
す
も
の
で
す
。

　
計
画
期
間
は
、
平
成
28
年
度（
２

０
１
６
年
度
）か
ら
、
平
成
37
年
度

（
２
０
２
５
年
度
）を
目
標
年
次
と
す

る
10
年
間
で
す
。

　「
基
本
計
画
」は
、
基
本
構
想
に
掲

げ
た
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
に
、

今
後
計
画
的
に
進
め
て
い
く
べ
き
政

策
分
野
ご
と
の
現
状
と
課
題
、
今
後

の
施
策
の
方
向
を
明
ら
か
に
し
た
も

の
で
す
。
ま
た
、
施
策
を
通
じ
て
達

成
す
べ
き
目
標
指
標
等
を
ま
と
め
て

い
ま
す
。

　
計
画
期
間
は
、
社
会
経
済
情
勢
の

変
化
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
前

期
と
後
期
に
分
け
、
前
期
の
目
標
年

度
を
平
成
32
年
度（
２
０
２
０
年

度
）、
後
期
の
目
標
年
度
を
平
成
37

年
度（
２
０
２
５
年
度
）と
し
ま
す
。

　
第
１
次
甲
斐
市
総
合
計
画
で
は
、

市
の
将
来
像
を『
緑
と
活
力
あ
ふ
れ

る
生
活
快
適
都
市
』と
定
め
、
合
併

以
来
旧
３
町
の
融
合
・
一
体
化
を
進

め
な
が
ら
各
種
の
施
策
を
展
開
し
、

将
来
像
の
達
成
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　
昨
年
実
施
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

に
お
い
て
、「
安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
」は
、
充
実
し
た
と
感

じ
る
政
策
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て

い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、「
活
気
に
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
評

価
が
低
く
な
っ
て
お
り
、
総
じ
て『
緑

と
活
力
あ
ふ
れ
る
生
活
快
適
都
市
』

と
い
う
将
来
像
の
実
現
は
、
未
だ
道

半
ば
で
す
。

　
そ
の
た
め
、「
第
２
次
甲
斐
市
総
合

計
画
」で
は
、こ
の
将
来
像
を
継
承

し
、
活
力
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

に
重
点
を
お
き
な
が
ら
、
市
名
の
由

来
で
も
あ
る「
交（
か
）い
」と「
甲
斐

市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」に
基
づ

き
、
交
流
と
協
働
の
推
進
を
軸
と
し

て『
緑
と
活
力
あ
ふ
れ
る
生
活
快
適

都
市
』の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　「
人
口
ビ
ジ
ョン
」は
、
市
に
お
け
る

人
口
の
現
状
分
析
を
行
い
、
人
口
に

関
す
る
市
民
の
認
識
を
共
有
し
、
今

後
目
指
す
べ
き
将
来
の
方
向
と
人
口

の
将
来
展
望
を
示
す
も
の
で
す
。

　「
人
口
ビ
ジ
ョン
」に
お
け
る
市
の
将

来
人
口
の
展
望
は
、２
０
６
０
年（
平

成
72
年
）に
約
６
万
４
千
人
の
人
口

維
持
を
目
指
す
こ
と
と
し
ま
す
。

　「
第
２
次
甲
斐
市
総
合
計
画
」の

目
標
人
口
は
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
活

用
し
、
全
国
的
な
人
口
減
少
傾
向

が
進
む
中
で
平
成
37
年
度
ま
で
、７

万
４
千
人
を
維
持
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
ま
し
た
。

甲斐市のまちづくり
「第２次甲斐市総合計画」

「甲斐市まち・ひと・しごと創生人口ビジョンおよび総合戦略」策定

甲斐市のまちづくり

甲斐市のまちづくり

復元された甲斐国印
山梨県立博物館所蔵

　合併前、みなさんから公募し決定した市の名前
「甲斐」は、古くから山梨の名称として使われ、私た
ちの中に、郷土意識の原点として強く染み付いて
いる文字です。
　この「甲斐」の由来については、諸説ありますが、
山梨県立博物館の平川南館長が次の様な説を唱え
ています。

　“古くこの地は、太平洋沿いの東海道と信濃を経由
する東山道を繋ぐ交わりの役割を課せられていた。こ
の地は山に閉ざされた山国ではなく、山国ゆえに外に
むけていくつもの道が開かれ、外との「交（まじわ）ひ」を
ひとつの原動力にしてきた国だったと考えられる。そし
て、この「交（か）い」が、名称の由来としてふさわしい
のではないか。
　大宝４年（７０４年）、中央政府が国内60数か国に

「甲斐」の由来「甲斐」の由来

計
画
期
間

平成
28年度 29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 34年度 35年度 36年度 37年度

基本構想

前期基本計画 後期基本計画

第2次甲斐市総合計画
計画期間

80,000
74,710

73,807 73,138

74,874 74,742 74,040
71,905

69,145
65,666

63,714

50,428
53,844

60,208

65,868

70,482
72,091

平成22年
（2010年）

平成27年
(2015年）

平成32年
（2020年）

平成37年
（2025年）

平成47年
（2035年）

平成57年
（2045年）

平成67年
（2055年）

平成72年
（2060年）

75,000

70,000

65,000

55,000

45,000

50,000

60,000

（人）

甲斐市目標人口（住民基本台帳人口ベース）
社人研準拠推計（国勢調査人口ベース）

総
合
計
画
と
は

基
本
計
画

基
本
構
想

第
２
次
甲
斐
市
総
合
計
画
の

構
成
と
期
間

第
２
次
甲
斐
市

総
合
計
画
の
将
来
像

『
緑
と
活
力
あ
ふ
れ
る

生
活
快
適
都
市
』

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の

概
要
と
第
２
次

甲
斐
市
総
合
計
画
の

目
標
人
口
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　「
甲
斐
市
で
育
ち
、
甲
斐
市
を
育

て
る
人
づ
く
り
」を
基
本
理
念
と
し

た「
創
甲
斐
教
育
」を
推
進
し
ま

す
。
さ
ら
に
学
校
等
教
育
機
関
と

家
庭
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
を
育
む
と

と
も
に
、
健
や
か
で
潤
い
が
あ
り
、

活
気
に
満
ち
た
社
会
基
盤
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
教
育
、
生
涯
学
習
、

文
化
芸
術
、
図
書
館
活
動
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
生
涯
に
わ
た
る
学
び
の

機
会
と
幅
広
い
分
野
・
世
代
の
人
々

と
の
交
流
を
通
じ
て
甲
斐
市
ら
し
い

独
自
の
地
域
文
化
の
創
造
を
図
り

ま
す
。

  

政
策

1
学
校
教
育
の
充
実

2
生
涯
学
習
・
文
化
活
動
の
推
進

3
図
書
館
活
動
の
推
進

4
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
妊
娠
・
出
産
か
ら
子
ど
も
が
成

長
し
独
立
す
る
ま
で
、
子
育
て
に
対

す
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
や
、
元
気

な
高
齢
者
か
ら
介
護
が
必
要
な
高

齢
者
ま
で
切
れ
目
の
な
い
生
き
が
い
・

健
康
づ
く
り
を
含
む
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
よ
う
仕
組
み
を
整
備

し
ま
す
。

　
ま
た
、障
が
い
や
貧
困
で
自
立
が

困
難
に
な
っ
た
と
き
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
や
地
域
コ
ミュニテ
ィ
で
の
ふ
れ
あ
い
、

支
え
合
い
の
仕
組
み
を
構
築
し
て
い

き
ま
す
。
さ
ら
に
、健
康
で
い
き
い
き

と
生
活
す
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
食
育
な
ど
生
涯
に
わ
た
る
健

康
づ
く
り
を
推
進
し
、地
域
の
医
療

の
充
実
を
図
り
、健
や
か
で
心
ふ
れ

あ
う
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

  

政
策

1
地
域
福
祉
の
充
実

2
切
れ
目
の
な
い
子
ど
も
・
子
育 

て

　
支
援
の
充
実

3
高
齢
者
保
健
福
祉
の
充
実

4
健
康
づ
く
り
・
医
療
の
充
実

　
自
然
の
景
観
と
調
和
し
た
街
並
み

整
備
や
緑
化
を
推
進
し
、
良
好
な
景

観
の
保
全
・
形
成
・
活
用
を
図
り

ま
す
。
人
口
減
少
、
高
齢
化
に
対
応

す
る
た
め
、
集
約
的
な
拠
点
整
備
を

図
り
、
そ
の
拠
点
間
を
つ
な
ぐ
、
利

便
性
の
高
い「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
・
プ

ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（※

１
）型
の
ま

ち
」を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
公
園
、
公
営
住
宅
、
上
下

水
道
の
整
備
な
ど
快
適
な
住
環
境

の
実
現
を
図
り
ま
す
。

　
道
路
・
交
通
環
境
に
つ
い
て
は
、

公
共
交
通
機
関
の
利
用
を
促
進
し

て
、
広
域
交
通
網
や
幹
線
道
路
、
生

活
道
路
、
歩
道
の
整
備
を
推
進
し

ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
地
震
災
害
や
水
害
な

ど
に
対
応
し
た
防
災
・
減
災
に
取
り

組
み
、
防
犯
・
交
通
安
全
対
策
等

を
推
進
し
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

  

政
策

1
良
好
な
景
観
と
市
街
地
の
形
成

2
快
適
な
住
環
境
の
整
備

3
道
路
・
交
通
環
境
の
整
備

4
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
市
民
等
と
の
協
働
に
よ
り
、
自
然

環
境
と
生
活
環
境
の
保
全
、
循
環
型

社
会
の
形
成
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
と
地
球
温
暖
化
の
防
止
な
ど

の
施
策
を
推
進
し
、
甲
斐
市
の
豊
か

な
自
然
と
市
民
の
生
活
が
調
和
し
た

環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

  

政
策

1
自
然
環
境
と
生
活
環
境
の
保
全

2
循
環
型
社
会
の
形
成

3
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
と

　
地
球
環
境
保
全

　
産
業
振
興
、
企
画
政
策
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
中
心
と
し
た
各
部
門
が

連
携
し
て
内
外
の
交
流
と
協
働
を
推

進
し
ま
す
。

　
農
林
業
、
工
業
、
商
業
、
観
光
、

サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
産
業
間
の
連
携

に
よ
る
新
た
な
地
域
産
業
、
地
域
ブ

ラ
ン
ド
の
創
造
、
創
業
・
起
業
支
援

の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
企
業

誘
致
、
都
市
農
村
交
流
、Ｕ
タ
ー
ン
・

Ｉ
タ
ー
ン
等
の
移
住
定
住
支
援
、
国

際
交
流
等
の
施
策
も
積
極
的
に
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
図
る
と
と
も
に
、
未
来

を
拓
く
活
力
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
、市
民
や
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

等
と
の
交
流
と
協
働
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

  

政
策

1
魅
力
あ
る
農
林
業
の
振
興

2
特
色
あ
る
地
域
産
業
の
振
興

3
交
流
と
定
住
促
進
に
よ
る
新
た 

　
な
活
力
づ
く
り

4
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

5
創
造
的
な
行
政
運
営
の
推
進

　「
第
２
次
甲
斐
市
総
合
計
画
」を

着
実
・
確
実
に
実
行
す
る
た
め
に
は
、

自
治
体
経
営
そ
の
も
の
が
健
全
か
つ

強
固
で
あ
り
、
急
激
な
変
化
を
遂
げ

る
社
会
経
済
情
勢
に
対
応
す
る
な

ど
、
時
代
に
即
し
た
足
腰
の
強
い
自

治
が
築
か
れ
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
よ
り
効
率
的
・

効
果
的
な
行
政
運
営
や
各
種
事
業

の
推
進
を
図
る
中
で
、さ
ま
ざ
ま
な

甲斐市のまちづくり

基
本
目
標 

１

ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り

生
涯
に
わ
た
る
学
び
の

ま
ち（
教
育・文
化
）

基
本
目
標 

２

健
や
か
で
心
ふ
れ
あ
う

安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

（
福
祉・健
康
）

第２次甲斐市総合計画は
　　　みなさんと一緒につくりました

基
本
目
標 

３

美
し
い
景
観
と
快
適
で

安
全
な
都
市
機
能
を

築
く
ま
ち

（
都
市・建
設・交
通・防
災
）

基
本
目
標 

４

自
然
と
生
活
が

調
和
し
た
環
境
を

築
く
ま
ち（
環
境
）

基
本
目
標 

５

交
流
と
協
働
に
よ
る

未
来
を
拓
く

活
力
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち

（
産
業・行
政
）

第
２
次
甲
斐
市
総
合
計
画
の

基
本
目
標
と
主
な
政
策

　「
第
２
次
甲
斐
市
総
合
計
画
」は
、「
基
本
構
想
」の
中
で
、
将
来
像
の
実

現
に
向
け
て
、５
つ
の
基
本
目
標
を
定
め
て
い
ま
す
。「
基
本
計
画
」で
は
、

「
基
本
目
標
」ご
と
の
各
政
策
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

視
点
か
ら
行
政
改
革
を
進
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
次
に
掲
げ
る
行
政
改
革
の
４
つ
の

重
点
項
目
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
、
総
合
計
画
の
推
進
を
支
え
て
い

き
ま
す
。

◎
重
点
項
目

1
健
全
な
財
政
運
営

2
職
員
の
人
材
育
成
と
適
切
な
定

　
員
管
理

3
効
率
的
・
効
果
的
な
事
業
の
推
進

4
公
共
施
設
の
適
正
管
理

　
総
合
戦
略
は
、「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
」に
基
づ
き
、
人
口
減

少
と
地
域
経
済
縮
小
の
克
服
を
目

指
し
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
の
創

生
と
好
循
環
の
確
立
を
目
的
に
、
市

の
実
情
に
応
じ
た
５
か
年（
平
成
27

〜
31
年
度
）の
目
標
や
施
策
の
基
本

的
方
向
、
具
体
的
な
施
策
を
ま
と
め

た
も
の
で
す
。

　
総
合
戦
略
は
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

（※

２
）に
基
づ
き
、
市
民
や「
産
官
学

金
労
言
」（※

３
）の
構
成
に
よ
る
甲
斐

市
総
合
計
画
審
議
会
で
、
重
要
業
績

評
価
指
標（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）（※

４
）な
ど
の

検
証
を
行
い
、
適
時
見
直
し
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
第
２
次
甲
斐
市
総
合
計
画

の
中
で
は
、
人
口
減
少
対
策
に
特
化

し
た「
重
点
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」と
し
て
ま

と
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
財
政
に
つ
い
て
は
社
会
経

済
状
況
の
変
化
や
国
の
政
策
動
向
な

ど
に
よ
り
大
き
な
影
響
を
受
け
る
も

の
と
予
測
で
き
ま
す
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
を
解
消
す
る

た
め
、
今
後
と
も
政
策
課
題
の
着

実
な
推
進
と
健
全
財
政
の
堅
持
を

基
本
に
、
自
主
財
源
の
確
保
と
依

存
財
源
の
有
効
活
用
を
図
り
、『
緑

と
活
力
あ
ふ
れ
る
生
活
快
適
都
市
』

の
実
現
に
向
け
て
施
策
の
選
択
と
集

中
を
行
い
な
が
ら
効
率
的
・
効
果

的
な
財
政
計
画
を
立
案
し
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

総
合
計
画
の
推
進
方
策

今
後
の
財
政
の
見
通
し

 

総
合
戦
略
の
概
要
と

 

第
２
次
甲
斐
市
総
合

 

計
画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　第２次甲斐市総合計画は、
市民アンケート調査、企業・関
係団体ヒアリング、市内中学生
を対象にした「まちづくりワーク
ショップ（Ｕ-15）」、県外在住経
験がある公募の市民による「甲
斐市47サークルワークショップ」

「市民対話集会（みらいのまち
づくりを語る会）」などさまざまな
形で市民の声を聴きながらつく
りました。
　一方、総合計画審議会にお
いても慎重な審議を重ね、また、
市議会からは多くのご提言など
をいただきました。

甲斐市のまちづくり

■
問
い
合
わ
せ
は…

　
秘
書
政
策
課（
本
館
３
階
）　

　
☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
７
８

（※１）コンパクトシティ・プラス・ネットワーク
　人口減少下において、生活に必要な各種のサービス
を維持しながら効率的に提供するために、各種機能を
一定の地域に集約化（コンパクト化）し、各地域をネット
ワーク化すること。

（※２）ＰＤＣＡサイクル
　Ｐｌａｎ（計画）、Ｄｏ（実行）、Ｃｈｅｃｋ（評価）、Ａｃｔ（改善）
を繰り返し、業務を継続的に改善する手法。

（※３）「産官学金労言」
　「産」産業界、「官」国の関係機関や地方公共団体、

「学」大学等の高等教育機関、「金」金融機関、「労」労
働関係団体、「言」メディア

（※４）重要業績評価指標（ＫＰＩ）
　各種計画や事業など、目標を達成するために重要と
なる業績評価の基準値。指標を定めることで目標が明
確になり、現在の状況を把握することができる。

  用語解説
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１
月
１
日
か
ら
中
学
生
の
医
療
費（
保
険
適
用
内
の
自
己

負
担
分
）を「
償
還
払
い
方
式
」に
て
助
成
し
て
い
ま
す
。
４
月

か
ら
中
学
生
に
な
る
お
子
さ
ん
は
、
こ
ど
も
医
療
費
助
成
金

受
給
資
格
者
証
の
有
効
期
限
が
３
月
31
日
で
す
の
で
、
４
月

１
日
以
降
の
医
療
費
は
次
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

手
続
き

　
医
療
機
関
で
自
己
負
担
分
を
一
度
支
払
っ
た
後
、
市
に
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
原
則
、
申
請
月
の
翌
月
末
に
、
指
定

口
座
に
医
療
費
を
支
払
い
ま
す
。
な
お
、
申
請
期
限
は
診
療

月
の
翌
月
の
10
日
か
ら
２
年
以
内
で
す
。

 

持
ち
物

・
領
収
書（
原
本
）

・
お
子
さ
ん
の
健
康
保
険
証

・
保
護
者
と
お
子
さ
ん
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
て
い
る

  

「
通
知
カ
ー
ド
」ま
た
は「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」

・
振
込
先
の
保
護
者
名
義
の
通
帳

※

必
要
に
応
じ
て
そ
の
他
の
添
付
書
類
を
お
願
い
す
る
こ
と

　
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
加
入
保
険
に
照
会
を
す
る
必
要
が

　
あ
る
場
合
に
は
支
払
い
が
遅
く
な
り
ま
す
。

※

「
生
活
保
護
」「
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助
成
」「
ひ
と

　
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
」を
受
け
て
い
る
人
は
、
４
月
１
日

　
以
降
も
引
き
続
き
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
費
制
度
で
助
成
を
受

　
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

学
校
内
で
の
け
が
等
に
よ
る
入
通
院
で
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ

　
振
興
セ
ン
タ
ー
災
害
共
済
給
付
金
の
給
付
を
受
け
る
場
合

　
は
対
象
外
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は…

子
育
て
支
援
課（
新
館
１
階
）　

　
☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
９
２

　
平
成
28
年
度
か
ら
始
ま
る「
第
２
次
甲
斐
市
総
合
計
画
」

の
施
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
福
祉

向
上
と
安
心
・
安
全
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整

備
を
図
る
た
め
組
織
機
構
を
再
編
し
ま
す
。

 

福
祉
・
健
康
部
門
の
充
実
　

　
福
祉
健
康
部
を
福
祉
部
と
子
育
て
健
康
部
に
再
編
し
、

子
育
て
支
援
、
少
子
高
齢
化
対
策
、
社
会
的
弱
者
対
策
等
に

対
す
る
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

 

危
機
管
理
体
制
の
強
化
　

　
消
防
、
防
災
に
関
す
る
業
務
と
交
通
、
防
犯
に
関
す
る
業

務
を
統
合
し
て
総
合
的
な
危
機
管
理
体
制
を
構
築
し
、
安
全

安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
指
し
ま
す
。

 

支
所
体
制
の
見
直
し
　

　
各
支
所
の
市
民
課
と
地
域
課
を
統
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、

機
動
性
に
富
ん
だ
利
用
し
や
す
い
窓
口
の
創
出
を
目
指
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は…

総
務
課（
本
館
３
階
）

　
☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
１

新
中
学
生
の

こ
ど
も
医
療
費
助
成
手
続

　市では、歯止めがかからない少子化の現状を踏まえ、第２子以降に対する経済的支援を推進するため、「第２子以降
保育料無料化事業（やまなし子育て応援事業）」を実施します。軽減内容は、市民税額に応じて生計同一の第１子の年
齢に関わらず、主に第２子以降の保育料軽減を拡大するものです。

３月31日まで

■問い合わせは…子育て支援課（新館１階）　☎055（278）1692

保育料の軽減を拡大します

◉生計同一の第１子
　世帯分離し、保護者とは別生計のきょうだいや別世帯
の祖父母等と同居しているきょうだい等は、第１子の対
象外となります。
　ただし、就学・療養の都合上、一時的に別居し、生活
費等の送金が行われている場合等は対象となります。

　原則、手続きは必要ありません。提出された支給認
定申請書等に基づき軽減対象を決定し、軽減対象者に
は「保育料決定通知書」とは別に「保育料変更通知書」が
送付されます。
　ただし、別居している生計同一者等については、別途
市から案内のうえ、証明書類を提出していただきます。

区　分 利用者負担額（月額）
第１子を含め小学校３年生
までの範囲の兄・姉がいる児童

2人目
3人目以降
第2子
第3子以降
第1子
第2子以降

保育料基準額の半額
無料
保育料基準額の半額
無料
保育料基準額の半額
無料

市町村民税所得割課税額
77,101円未満

母子世帯等で市町村民税所得割
課税額77,101円未満

区　分 利用者負担額（月額）
第１子を含め小学校就学前の範囲において、
保育所や幼稚園等を同時に利用する児童

2人目
3人目以降
第2子
第3子以降
第1子
第2子以降
第2子以降の
3才未満児

保育料基準額の半額
無料
保育料基準額の半額
無料
保育料基準額の半額
無料

無料

市町村民税所得割課税額
57,700円未満

母子世帯等で市町村民税所得割
課税額77,101円未満
市町村民税所得割課税額
169,000円未満

市
役
所
の
組
織
機
構
が
変
わ
り
ま
す
　

市
役
所
の
組
織
機
構
が
変
わ
り
ま
す
　

主な変更内容

１
号
認
定（
幼
稚
園
部
分
）

２
・
３
号
認
定（
保
育
園
部
分
）

４月１日から

・室から課へ名称を変更／係の増設
（交通防犯に係る業務を市民活動支援課から移管）

消防防災対策室
（消防防災係）

総務部 防災危機管理課
（防災減災係）（消防防犯係）

・管理係の係名の変更／国民健康保険係の再編（係の増設）

収納課
（管理係）

保険課
（国民健康保険係）

市民部

収納課
（収納管理係）
保険課

（国民健康保険税係）
（国民健康保険給付係）

・開発指導に係る業務を、建設課から都市計画課に移管
農林土木係の再編（係の増設）

建設課
（建築開発指導係）

都市計画課

農林振興課
（農林土木係）

建設
産業部

建設課

都市計画課
（開発指導係）

農林振興課
（農林管理係）（農林基盤整備係）

・係名の変更
上水道課

（施設管理係）
（工務係）
下水道課

（建設管理係）

上下
水道部

下水道課（下水道施設係）

上水道課
（施設工務係）
（給水係）

・部の分割および所属する課の再編／障がい福祉係の再編（係の増設）
生活保護係の係名の変更

福祉課
（障がい福祉係）
（生活保護係）

子育て支援課

長寿推進課

健康増進課

福祉
健康部

子育て
健康部

福祉部

福祉課
（障がい者自立支援係）
（障がい者生活支援係）
（保護支援係）

長寿推進課

子育て支援課

健康増進課

地域課

・課の統合（課名の変更）

市民地域課敷島
支所

双葉
支所

市民地域課

市民課

地域課

市民課

生活
環境部

敷島
支所

双葉
支所
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　先月号では、「若い人が投票に行かないと若い
人の意見が政治に届かなくなる」という話をしま
したが、みなさんの中には、「政治は難しくてわか
らないし、届けたい意見も無い」という人も多い
と思います。
　今月号では、みなさんに身近な政治と投票の
大切さについて考えていきます。

　先月号では、「若い人が投票に行かないと若い
人の意見が政治に届かなくなる」という話をしま
したが、みなさんの中には、「政治は難しくてわか
らないし、届けたい意見も無い」という人も多い
と思います。
　今月号では、みなさんに身近な政治と投票の
大切さについて考えていきます。

【Ｑ：やはたいぬ】　
　「政治」って言われても難しくてよくわからないなあ。

【A：めいすいくん】　
　意識しないと気付かないかもしれないけれど、実は消費税を払ったり、道路や水道が使えたり、他にも身の回
りのほとんどの事は政治と関係があるんだ。
　学校生活や学費、奨学金、アルバイトや就職活動なんかもそうだね。
　ぼくたちは、身の回りで何か変えたい事があった時に、投票することで政治に意見を言えるんだよ。

【Ｑ：やはたいぬ】　
　だけど今は変えたい事も困った事も無いよ。投票しないとどうなるの。

【A：めいすいくん】　
　政治家の仕事って、簡単に言うと税金の使い道を決めたり、法律などを決める事なんだけど、若い人たちが、
自分には投票してくれないと感じたら、若い人向けの政策を後まわしにするかもしれないね。
　投票しないって事は、「好きにやってね。言うとおりにするから」って人任せにしているのと同じ事なんだ。若
い人みんなが投票して、「ぼくたちの事も考えてよ」って訴えないと、今は困った事が無くても、５年後、10年後
は、今よりも暮らしにくくなってしまうかもしれないね。
　投票すればすぐに色々な事が良くなるとは限らないけど、「このような世の中にしたい」って投票する若い人た
ちが増えていけば、政治は今より良いものに変わっていくと思うよ。

【Ｑ：やはたいぬ】　
　「政治」って言われても難しくてよくわからないなあ。

【A：めいすいくん】　
　意識しないと気付かないかもしれないけれど、実は消費税を払ったり、道路や水道が使えたり、他にも身の回
りのほとんどの事は政治と関係があるんだ。
　学校生活や学費、奨学金、アルバイトや就職活動なんかもそうだね。
　ぼくたちは、身の回りで何か変えたい事があった時に、投票することで政治に意見を言えるんだよ。

【Ｑ：やはたいぬ】　
　だけど今は変えたい事も困った事も無いよ。投票しないとどうなるの。

【A：めいすいくん】　
　政治家の仕事って、簡単に言うと税金の使い道を決めたり、法律などを決める事なんだけど、若い人たちが、
自分には投票してくれないと感じたら、若い人向けの政策を後まわしにするかもしれないね。
　投票しないって事は、「好きにやってね。言うとおりにするから」って人任せにしているのと同じ事なんだ。若
い人みんなが投票して、「ぼくたちの事も考えてよ」って訴えないと、今は困った事が無くても、５年後、10年後
は、今よりも暮らしにくくなってしまうかもしれないね。
　投票すればすぐに色々な事が良くなるとは限らないけど、「このような世の中にしたい」って投票する若い人た
ちが増えていけば、政治は今より良いものに変わっていくと思うよ。

～今知りたい選挙のこと～②

■問い合わせは…選挙管理委員会（総務課内）　☎055（278）1661

　
税
金
・
料
金
等
を
納
め
忘
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
納
付（
納
入
）に
は「
口
座
振
替
」が
便
利
で
す
。
納
期
限
に

口
座
か
ら
引
き
落
と
す
た
め
、
窓
口
等
で
納
め
る
手
間
も
省

け
、
納
め
忘
れ
も
な
く
な
り
ま
す
。

 

申
込
方
法

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
、
市
役
所
竜
王
庁
舎
お
よ

び
各
支
所
で
、
申
請
書
の
記
入
と
端
末
に
て
暗
証
番
号
を
入

力
す
る
こ
と
で
、
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

○
対
象
税
目
料
金
等

　
市
県
民
税（
普
通
徴
収
）、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、

　
国
民
健
康
保
険
税（
普
通
徴
収
）、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　
料（
普
通
徴
収
）、
竜
王
・
双
葉
上
下
水
道
使
用
料

○
サ
ー
ビ
ス
対
応
金
融
機
関

　
山
梨
中
央
銀
行
、
甲
府
信
用
金
庫
、
山
梨
信
用
金
庫
、
山

　
梨
県
民
信
用
組
合
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

※

竜
王
・
双
葉
上
下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
市
水
道
事

　
務
所
で
の
み
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

※

対
象
外
の
料
金
や
金
融
機
関
へ
直
接
申
し
込
む
場
合
は
、

　
口
座
振
替
依
頼
書
を
金
融
機
関
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
預
金
口
座
振
替
依
頼
書
で
の
申
込
方
法

　
依
頼
書
は
市
内
金
融
機
関
窓
口
お
よ
び
市
役
所
窓
口
に
あ

り
ま
す
。
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
し
て
金
融
機

関
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　「
対
象
税
目
料
金
等
」「
利
用
で
き
る
金
融
機
関
」は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

  

留
意
点

○
固
定
資
産
税
は
、
全
期
前
納
・
期
別
の
振
替
方
法
が
あ
り

■
問
い
合
わ
せ
は…

収
納
課（
本
館
１
階
）　

　
☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
８
０

　
ま
す
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
は
保
険
の
加
入
者
個
人

　
で
は
な
く
世
帯
主
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
口
座
振
替

　
を
申
し
込
む
際
は
、
納
税
義
務
者
・
振
替
方
法
等
を
確
認

　
の
う
え
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
納
付
方
法
が
口
座
振
替
の
場
合
で
納
税
義
務
者
が
変
わ
っ

　
た
時
は
再
度
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は…

収
納
課（
本
館
１
階
）　

　
☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
８
０

４
月
は
口
座
振
替
推
進
月
間 

〜
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で
簡
単
手
続
き
〜

４
月
は
口
座
振
替
推
進
月
間 

〜
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で
簡
単
手
続
き
〜

選挙に
ついて
おしえて Ｑ A&

ぼくが
わかりやすく
説明するよ

やはたいぬやはたいぬ めいすいくんめいすいくん

18歳選挙権からのからの

マ
イ
ナ
ン
バ
ー「
通
知
カ
ー
ド
」・

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

記
載
内
容
の
変
更

　
住
所
変
更
手
続
き（
転
出
届
、
転
入
届
、
転
居
届
）や
婚
姻

等
に
よ
り
住
所
・
氏
名
等
が
変
更
と
な
る
場
合
は
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー「
通
知
カ
ー
ド
」ま
た
は「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」の
記

載
事
項
の
変
更
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
届
出
の
際
に
、
同
一
世
帯
で
変
更
が
生
じ
る
対
象
者
全
員

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー「
通
知
カ
ー
ド
」ま
た
は「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
」を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
住
所
・
氏
名
等
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
既
に
送
付

さ
れ
て
い
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー「
通
知
カ
ー
ド
」に
同
封
さ
れ
た

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
」は
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
申
請
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
変
更
後
の
申
請
書
を

交
付
し
ま
す
の
で
、
写
真
付
身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証
・
パ

ス
ポ
ー
ト
等
）を
持
参
の
う
え
、
市
民
窓
口
課
ま
た
は
各
支
所

市
民
地
域
課
窓
口
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は…

市
民
窓
口
課（
新
館
１
階
）　

　
☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
４

●
甲
斐
敷
島
梅
の
里
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
施
設
へ

田
中
勲
さ
ん（
茨
城
県
）か
ら
、ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
の
環
境

美
化
の
た
め
桜
の
苗
木
４
本（
１
５
、０
０
０
円
相
当
）

●
甲
斐
市
立
図
書
館
へ

映
画「
じ
ん
じ
ん
」甲
斐
市
上
映
実
行
委
員
会
か
ら
、地
域
づ

く
り
活
用
の
た
め
絵
本
44
冊（
５
０
、７
９
５
円
相
当
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
寄
附

ご
寄
附

国民健康保険の資格
異動届はお済みですか

　国民健康保険は、職場の健康保険などと
は違い、就職や退職などの事由で加入する
場合も喪失する場合も、加入者自らが届出
をしなければなりません。

 就職したときは…
就職して他の健康保険に加入した場合や、
健康保険の被扶養者に認定された場合は、
資格喪失の届出が必要です。

 持ち物
国民健康保険被保険者証、新しく交付され
た健康保険被保険者証、印鑑、マイナン
バーがわかるもの

 退職したときは…
退職して健康保険の資格を喪失した場合
や、健康保険の任意継続を喪失した場合、
または健康保険の被扶養者から外れた場合
は、資格取得の届出が必要です。

 持ち物
健康保険資格喪失証明書（退職した日のわ
かるもの、資格喪失した人がわかるもの）、
印鑑、マイナンバーがわかるもの

 修学中の学生に関する特例
扶養している子どもが市外で就学する場合
は、住所地を異動しても、申請により親の
世帯の国民健康保険に加入することができ
ます。
※在学期間中は、保険証更新時（毎年度）
　に届け出が必要です。

 持ち物
国民健康保険証、在学証明書または学生証

（合格通知等も可能）、印鑑、マイナンバー
がわかるもの
※学生証、合格通知等で受付した場合は、後
　日在学証明書の提出が必要となります

 届出先
保険課または各支所市民地域課

■問い合わせは…保険課（新館１階）　　
　☎055（278）1665
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　「障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
」と
は

　

 

次
の
二
つ
で
す
。

　
こ
の
法
律
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
お
よ
び
会
社
な
ど
の

民
間
事
業
所
に
よ
る「
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
」を
禁
止

す
る
こ
と
で
、
す
べ
て
の
国
民
が
障
が
い
の
有
無
に
よ
っ
て
分

け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し

合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実
現
を
目
的
と
し
て
制
定
さ

れ
、
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

 

①
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い

　
正
当
な
理
由
も
な
く
、
障
が
い
を
理
由
に
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

提
供
を
拒
否
し
た
り
、
制
限
し
た
り
す
る
こ
と
で
す
。

◎
国
や
地
方
公
共
団
体
お
よ
び
会
社
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
差

　別
的
取
り
扱
い
を
禁
止
し
ま
す
。

「
例
」

・
飲
食
店
に
入
ろ
う
と
し
た
ら
、
車
椅
子
を
利
用
し
て
い
る
こ

　
と
を
理
由
に
断
ら
れ
た
。

・
障
が
い
が
あ
る
と
い
う
理
由
で
ア
パ
ー
ト
等
の
契
約
を
断 

　
ら
れ
た
。

 

②
合
理
的
配
慮
の
不
提
供

　
障
が
い
の
あ
る
人
か
ら
何
ら
か
の
配
慮
を
求
め
ら
れ
た
場

合
に
、
負
担
に
な
り
過
ぎ
な
い
範
囲
で
社
会
的
障
壁
を
取
り

除
く
合
理
的
配
慮
を
行
わ
な
い
こ
と
で
す
。

◎
合
理
的
配
慮
の
提
供
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
は
法
的
義

　務
で
あ
り
、
民
間
事
業
者
は
努
力
義
務
で
す
。

※

「
社
会
的
障
壁
」と
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
偏
見
、
利
用

　
し
に
く
い
施
設
・
設
備
な
ど

「
例
」

・
公
共
交
通
機
関
に
乗
る
車
椅
子
の
人
を
手
助
け
し
な
い
。

・
障
が
い
の
あ
る
人
に
わ
か
り
や
す
い
方
法
で
伝
え
る
工
夫

　
を
し
な
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は…

福
祉
課（
新
館
１
階
）

　
☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
９
１

　
　
０
５
５（
２
７
６
）２
１
１
３ 

消
防
長
官
表
彰

　永
年
勤
続
功
労
章
　

　
竜
王
第
１
分
団
　
分
団
長
　
小
菅
耕
二

日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
　
　

　
功
績
章
　
竜
王
第
１
分
団
　
副
団
長
　
横
森
弘
光

　
精
績
章
　
竜
王
第
１
分
団
　
分
団
長
　
小
菅
耕
二

　
勤
続
章
　
竜
王
第
１
分
団
　
副
団
長
　
横
森
弘
光

　
　
　
　
　
竜
王
第
１
分
団
　
団
　
員
　
長
谷
部
聡

　
　
　
　
　
竜
王
第
１
分
団
　
団
　
員
　
福
島
　
雄

山
梨
県
知
事
定
例
表
彰

　　

　
竿
頭
綬
　
甲
斐
市
消
防
団
　
　

　
勲
功
章
　
敷
島
第
２
分
団
　
分
団
長
　
大
久
保
智
勇

　「
鈴
虫
の
声
を
聞
く
甲
斐（
土
橋
豊
彦
代
表
）」が
、
地
域
活

性
化
へ
の
取
り
組
み
を
認
め
ら
れ
、
第
５
回
お
も
て
な
し
の
や

ま
な
し
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

障
害
者
差
別
解
消
法

障
害
者
差
別
解
消
法

　「
新
し
い
総
合
事
業
」は
、
市
町
村
が
中
心
と
な
っ
て
、
地
域

の
特
徴
・
特
色
に
応
じ
て
、介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
市
民
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
が
参
加

し
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と

を
予
防
す
る
も
の
で
す
。

◎
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
高
齢
者
の
日
常
生
活
の
自
立
を
目
的
と
し
、
訪
問
型

　
サ
ー
ビ
ス
、
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

　
を
行
い
ま
す
。

○
対
象
　

　
65
歳
以
上
で
介
護
保
険
の
要
支
援
１
・
２
を
受
け
た
人
、

　
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
事
業
の
対
象
者
と
判
定
さ
れ
た
人

※

現
在
要
支
援
認
定
者
で
、
訪
問
介
護
お
よ
び
通
所
介
護
を  

　
利
用
さ
れ
て
い
る
人
は
、
認
定
更
新
に
合
わ
せ
て
段
階
的

　
に
移
行
し
ま
す
。

◎
一
般
介
護
予
防
事
業

　
高
齢
者
が
日
常
的
に
介
護
予
防
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
、

　
介
護
予
防
の
教
室
を
行
い
ま
す
。

・
い
き
い
き
健
康
体
操
教
室

・
ら
く
ら
く
か
ん
た
ん
運
動
教
室
等

※

詳
細
は
本
誌
22
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は…

長
寿
推
進
課(

新
館
１
階
）

　
☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
９
３

　
高
齢
者
が
、
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
受
入
施
設
と

し
て
市
に
登
録
さ
れ
た
介
護
施
設
等
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
い
、
自
身
の
健
康
増
進
や
介
護
予
防
、
生
き
が
い
作
り

に
な
り
、
そ
の
活
動
に
応
じ
た
、
ポ
イ
ン
ト
に
対
し
て
交
付

金
を
支
給
す
る
事
業
で
す
。

《
対
象
》

　
65
歳
以
上（
市
の
介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者
）で
、
要
介

護
認
定
ま
た
は
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
な
い
市
内
在
住
者

《
登
録
手
続
き
》

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
登
録
申
請
を
行
い
、
事
前
研
修

修
了
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手
帳
等
を
交
付
し
ま
す
。

※

登
録
申
請
時
は
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
く

　
だ
さ
い
。

《
活
動
の
流
れ
》

　
登
録
を
さ
れ
た
人
が
、
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
受

入
施
設
と
し
て
市
に
登
録
し
た
施
設
等
に
直
接
連
絡
し
て

活
動
し
ま
す
。
活
動
終
了
後
、
受
入
施
設
等
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
手
帳
に
押
印
し
ま
す
。

《
活
動
内
容
》

1
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
の
指
導
お
よ
び
参
加
支
援

2
話
し
相
手
、
傾
聴

3
施
設
職
員
と
共
に
行
う
軽
微
で
補
助
的
な
作
業
等

《
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
の
活
用
申
請
》

　
翌
年
度
、
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
に
応
じ
て
交
付
金
を
支
給
し

ま
す
。（
年
間
最
大
５
、
０
０
０
円
）

※

介
護
保
険
料
の
未
納
・
滞
納
が
あ
る
場
合
は
交
付
金
の

　
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
は…

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
・
活
動
先
の
紹
介
等 

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所

　
☎
０
５
５（
２
７
７
）１
１
２
２

●
事
業
概
要
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入
施
設
等
の
登
録

　
長
寿
推
進
課（
新
館
１
階
）

　
☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
９
３

介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

（
新
し
い
総
合
事
業
）

 公募した施設
○「神明温泉志麻の湯

志麻の里ことぶきセンター」
○「百楽泉・甲斐市双葉共同福祉施設」
○「釜無川レクリエーションセンター」
指定管理者
　山梨交通株式会社
　（甲府市飯田３－２－34）
指定管理期間
　平成28年度～30年度
　（３年間）

○「甲斐市双葉ふれあい文化館」
指定管理者　
　公益財団法人やまなし文化学習協会
　（甲府市朝気１－２－２）
指定管理期間
　平成28年度～32年度
　（５年間）

 非公募の施設
○「双葉登美団地地域し尿処理場」
指定管理者　
　双葉登美団地汚水処理施設管理組合
指定管理期間
　平成28年度～32年度
　（５年間）

○「甲斐市コミュニティーホール双葉」
指定管理者
　梨北農業協同組合（韮崎市一ツ谷１８９５）
指定管理期間
　平成28年度～30年度
　（３年間）

■問い合わせは…
　企画財政課（本館３階）
　☎ 055（278）1662

指定管理者が
           決まりました
指定管理者が
           決まりました

受
章
お
め
で
と
う

               
ご
ざ
い
ま
す

お
も
て
な
し
の
や
ま
な
し
知
事
表
彰

お
も
て
な
し
の
や
ま
な
し
知
事
表
彰

受
章
お
め
で
と
う

               
ご
ざ
い
ま
す

 

新
し
い
総
合
事
業
内
容

サービス内容

平成27年度まで 平成28年度から

介護予防給付
(要支援１・２）

介護予防事業
〇二次予防事業
〇一次予防事業

 介護予防給付（要支援１・２）

介護予防・日常生活支援総合事業
（新しい総合事業）
〇介護予防・生活支援サービス事業
・訪問型サービス
・通所型サービス
・生活支援サービス
〇一般介護予防事業

訪問看護、
福祉用具等

訪問介護、
通所介護

変
更
な
し

変
更
な
し

新
事
業
へ

新
事
業
へ

新
事
業
へ

新
事
業
へ

介
護
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

介
護
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
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敷島公民館祭り

　住民の防火防災意識を高めるとともに、消防団活動への理
解を深めてもらおうと、今年で2回目となる「甲斐市消防団
フェスタ」が島上条公園で行われました。会場には約2,000
人が来場し、放水、消火器や
消防車試乗など、さまざまな
消防活動を体験しました。
　また、竜王幼稚園園児が和
太鼓「竜心太鼓」などを披露。
力いっぱいの演奏に会場から
大きな拍手が上がりました。

　敷島公民館で活動する自主グループなど、47団体が参加
する「敷島公民館まつり」が開催され、会場には絵画・布細工・
絵手紙などが展示されました。

　舞台発表では語り部の藤巻
愛子さんが「睦沢村のトンガ
リ学校」を披露。参加者は、
明治8年、旧睦沢村（甲斐市
亀沢）に建てられた「睦沢小学
校」の話に、じっと聞き入っ
ていました。

　市内５つの中学校で卒業式が行われ、卒業生696人は来
賓や保護者、先生や在校生たちに祝福されて、笑顔と涙で新
たな一歩を踏み出しました。

　竜王中学校では卒業生たち
が、これまで温かく見守って
くれた保護者や先生たちへの
感謝の気持ちと友人たちとの
楽しい思い出、そして未来へ
の誓いなどを呼びかけや合唱
で伝えました。

市内中学校で卒業式

赤坂稲荷で初午祭り

甲斐市消防団フェスタ

　竜王新町の赤坂稲荷神社で、稲荷神社の例祭として農耕の
始まりを告げる恒例の「初午祭り」が行われ、今年1年の五穀
豊穣などを祈願しました。
　境内には奉納された俳句が
飾られ、訪れた人の目を楽し
ませるとともに、祭りの目玉
である「神楽奉納」では、地域
の神楽保存会が、笛の音色や
太鼓の響きに合わせた見事な
舞を披露しました。

「まちの話題・できごと」は市ウェブサイトでもご覧いただけます。http://www.city.kai.yamanashi.jp「ま ち で き」で検索

３ ６ 日

３10 木

３13 日

3 5
6 日

土

の話題 できごま

　新入学を控えた竜王中央保育園年長児、「ひまわり組」の28
人が、玉幡小学校で1日体験入学をしました。園児たちは初め
ての学校に、どきどき・わくわく。期待と緊張が入り混じった
眼差しで、授業の様子を見つ
めていました。
　また、交流の時間では小学
生と園児がグループになって、
紙相撲やかるたなど、昔なが
らの遊びで目いっぱい楽しん
でいました。

園児が一日体験入学

　昨年8月に中下条・大下条地区にまたがる「松ノ尾遺跡」か
ら出土した「赤彩壷（せきさいつぼ）」が、市の調査で弥生時代
から古墳時代初頭の土器では、県内最大のものであることが
判明しました。
　この壷の高さは84.3cm、最大径は64.6cmで、発掘後
に分析調査を進めてきました。3月6日に行われた「敷島公民
館まつり」において玄関ロビーへ特別展示され、訪れた人は市
文化財主事の説明に聞き入っていました。
　市内遺跡からの出土品については、昨年の広報12月号７
ページで紹介しています。

県内最大の大型赤彩壷３ ２ 水

おきらく亭200回記念公演

　市の歴史・文化に触れ、見どころを歩く「甲斐市ちいさな旅」
が、竜地周辺を巡るコースとして開催されました。双葉東小
学校で、昭和の事業家「根津嘉一郎」が寄贈したピアノを見た
後、竜地の溜池や諏訪神社な
どを見て回りました。
　市内外から約60人集まっ
た参加者たちは、春を感じさ
せるような陽気の中、歩くこ
とで見つけることができる小
さな発見を楽しんでいました。

　朗読サークル「ねの会」が竜王図書館で行う朗読会「おきら
く亭」が200回目を迎え、記念公演が開催されました。「お
きらく亭」は初演が行われた平成10年５月以降、６月を除
きほぼ毎月休まずに開催されています。
　200回記念公演では、東北の白く美しい景色を想像させ
るような錦仁の「雪の音」、武士の親子の緊迫した心情が伝
わってくる小松重男の「鰈の縁側」の朗読、また、庭の植物た
ちの話し声が聞こえるという、太宰治の「失敗園」を場面ごと
に11人で朗読するなど、心地よい声で参加者たちを本の世
界に誘っていました。

甲斐市ちいさな旅

２ 18 木

２27 土

３ ４ 金

の話題 できごま
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農

　
　

　

公
総

歩
K

ふ
志

　
　

　
●

休
館

日

公
総

歩
K

志
ふ

４
April 月

●
青

空
市

場（
売

切
れ

次
第

終
了

）
　

午
前

9：0
0

　
敷

島
中

学
校

東
側

駐
車

場

●
休

館
日

　　

●
休

館
日

●
休

館
日

★
4

か
月

児
健

診
　（

敷
島・双

葉
地

区
）

●
青

空
市

場（
売

切
れ

次
第

終
了

）
　

午
前

9：0
0

　
敷

島
中

学
校

東
側

駐
車

場

●
休

館
日

●
上

映
会「

そ
の

時
歴

史
が

動
い

た『
武

田
信

玄
　

地
を

拓
き

水
を

治
め

る
』」（

先
着

1
8

2
人

）　
　

午
後

２：0
0

　
竜

王
図

書
館

●
市

内
中

学
校

入
学

式
★

３
歳

児
健

診
　（

竜
王・双

葉
地

区
）

★
３

歳
児

視
聴

覚・尿
検

査
再

検
査

日
　（

双
葉

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

）

●
休

館
日

★
２

歳
児

健
診

　（
全

地
区

）
●

青
空

市
場（

売
切

れ
次

第
終

了
）

　
午

前
9：0

0
　

敷
島

中
学

校
東

側
駐

車
場

●
休

館
日

★
３

歳
児

健
診

　（
竜

王・敷
島

地
区

）
★

３
歳

児
視

聴
覚・尿

検
査

再
検

査
日

　（
敷

島
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
）

●
軽

ス
ポ

ー
ツ

教
室

　
午

後
７：3

0
　

敷
島

体
育

館
★

２
歳

児
健

診
　（

全
地

区
）

　
　

　
●

休
館

日

●「
お

み
ゆ

き
さ

ん
」

　
午

前
１

0：3
0

　
信

玄
堤

公
園・三

社
神

社
周

辺

★
１

歳
児

健
康

相
談

　（
竜

王
地

区
）

●
休

館
日

●
行

政
相

談
　

午
後

１：3
0～

４：0
0

　
竜

王
北

部
公

民
館

、敷
島

総
合

文
化

会
館

、双
葉

公
民

館
●

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

相
談

　
午

後
１：3

0
～

3：3
0

　
市

社
会

福
祉

協
議

会
敷

島
本

所
★

１
歳

６
か

月
児

健
診

　（
竜

王
地

区
）

●
青

空
市

場（
売

切
れ

次
第

終
了

）
　

午
前

9：0
0

　
敷

島
中

学
校

東
側

駐
車

場

●
休

館
日

　

●
休

館
日

●
市

民
相

談
 

　
午

後
１：3

0
～

４：0
0

　
敷

島
総

合
文

化
会

館
★

１
歳

児
健

康
相

談
　（

敷
島・双

葉
地

区
）

　
　

　
●

休
館

日

●
軽

ス
ポ

ー
ツ

教
室

　
午

後
７：3

0
　

敷
島

体
育

館

●
休

館
日

■
５

月
分

学
校

体
育

施
設

一
斉

開
　

放
受

付
　

午
後

７：0
0

　
６

月
分

社
会

体
育

施
設

一
斉

開
　

放
受

付
　

午
後

８：0
0

　
竜

王
北

部
公

民
館

★
１

歳
６

か
月

児
健

診
　（

敷
島・双

葉
地

区
）

■
５

月
分

学
校

体
育

施
設・６

月
分

　
社

会
体

育
施

設
随

時
開

放
受

付
　

午
前

８：3
0

　
ス

ポ
ー

ツ
振

興
課・敷

島
公

民
館・

双
葉

公
民

館
各

窓
口

●
お

も
ち

ゃ
の

病
院

　
午

後
2：0

0
　

敷
島

み
な

み
児

童
館

●
朗

読
会「

お
き

ら
く

亭
」

　
午

後
１：3

0
　

竜
王

図
書

館

●
休

館
日

●
双

葉
B

&
G

プ
ー

ル
オ

ー
プ

ン
　

午
前

1
0：0

0
　

双
葉

B
&

G

●
竜

王
地

区
河

川
清

掃

●
休

館
日

●
市

内
小

学
校

入
学

式
●

市
民

相
談

 
　

午
後

１：3
0

～
４：0

0
　

竜
王

北
部

公
民

館
●

上
映

会「
歴

史
秘

話
ヒ

ス
ト

リ
ア

武
田

信
玄

」（
先

着
1

8
2

人
）　

　
午

後
２：0

0
　

竜
王

図
書

館

Sunday

行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

日
M
onday

月
T
uesday

火
T
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木
Friday

金
Saturday

土
W
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水

…
…

双
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ふ
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あ
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文
化

館

…
…

K
ai・遊・パ

ー
ク

…
…

歩
行

浴
プ

ー
ル・軽

運
動
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   （

敷
島

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

内
）

…
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志
麻

の
湯

…
…

百
楽

泉

…
…

か
ま

な
し

の
湯

…
…

農
の

駅

…
…

公
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館

…
…

敷
島

総
合

文
化
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館

 
…

図
書

館

 
…

公
民

館
図

書
室

竜
図

敷
図

双
図

公
図

凡
 例

《
見
や
す
い
所
に
貼
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
》

志百釜

農公総

ふK歩

◎
竜

王
庁

舎
　

☎
055（

276）2111
[代

表
]

◎
敷

島
庁

舎
　

☎
055（

277）3111
[代

表
]

◎
双

葉
庁

舎
　

☎
0551（

28）2211
[代

表
]
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市長杯争奪ゴルフ大会
日　　時　５月25日（水） ※チャレンジデー開催日
　　　　　トップスタート 午前７時30分
場　　所　敷島カントリー倶楽部
対　　象　市内在住者（１人での参加も可）
定　　員　200人（先着順）
参 加 料　9,000円（セルフ・昼食代込）
主　　催　市ゴルフ部
申込受付　４月5日（火）～ 30日（土）に、参加申込書
　　　　　をゴルフ場へＦＡＸしてください。
　　　　　（開催要項・申込書は、市ホームページから
　　　　　もダウンロード可）
　　　　　◎敷島カントリー倶楽部
　　　　　　☎  055（277）6111
　　　　　　　 055（277）0100

太極拳初心者講習会
日　　程　４月21日～５月19日の木曜日（祝日を除く）
　　　　　【全５回】　午前10時～正午
場　　所　双葉公民館
定　　員　20人（先着順）　※男性歓迎
参 加 料　無料
持 ち 物　室内用運動靴、運動のできる服装、飲み物
主　　催　市体育協会武術太極拳部
申込受付　4月20日（水）まで電話にて受付

軽スポーツ教室
日　　時　4月14日（木）・26日（火）
　　　　　午後７時30分～
場　　所　敷島体育館
種　　目　さいかつボール、
　　　　　シャッフルボー
　　　　　ドなど毎回４種
　　　　　目程度用意
対　　象　市内在住者
参 加 料　無料
主　　催　市スポーツ推進委
　　　　　員協議会
申込受付　当日受付

フォークダンス交流会
　どなたでも踊れる簡単な曲を踊ります。みんなで楽
しくダンスを一緒に踊りましょう。
日　　時　４月９日（土）　午前10時～正午  
場　　所　双葉公民館
参 加 料　無料 
主　　催　市体育協会フォークダンス部
申込受付　当日会場にて受付
※かかとの低い運動靴（室内履き）などで参加願います。
■問い合わせは…市体育協会フォークダンス部部長　
　秋山房子まで　☎0551（28）7780

ヴァンフォーレ甲府　甲斐市サンクスデー開催
　昨シーズン、13位の成績で３年連続Ｊ1残留を成
し遂げたヴァンフォーレ甲府。「総力～プロヴィンチ
アの挑戦～」をスローガンに、4年目の戦いに挑みます。
　５月４日（水）午後７時から山梨中銀スタジアムで行
われる柏レイソル戦は、「甲斐市サンクスデー」として
市の特産品などが当たる抽選会が開催されるなど、市
をあげて選手たちを応援します。

市内在住者100組（200人）を無料招待
　甲斐市サンクスデーに合わせ、ヴァンフォーレ甲府
より無料招待券が配布されます。
※今年度は近県の対戦相手となるため無料招待券が
　少なくなっています。ご了承ください。
申込方法
　４月12日（火）まで（必着）に、往復はがきへ「ヴァン
フォーレ甲府甲斐市サンクスデー観戦券希望」と明記
の上、①郵便番号②住所③氏名④電話番号を記入し、次
の申込先まで郵送してください。
　なお、応募多数の場合は、４月14日（木）午前10時
から市役所新館２階防災対策室にて公開抽選会を実施
します。
※応募は、はがき１枚につき１口（２人）とし、１人
　１口限りとさせていただきます。

申込先　〒400－0192　甲斐市篠原2610
　　　　スポーツ振興課
その他
○当選ははがき単位となり、抽選の結果ははがきで通
　知します。
○転売目的での入手は遠慮ください。
○座席は自由席（バックスタンド）となります。
○当選者には、４月25日（月）までにスポーツ振興課に
　て当選はがきと引き換えにチケットをお渡しします。

＜1st ステージ ホームゲーム日程表＞

節 開催日 対戦相手 開始時間 会場

６ ４月10日（日） 湘南ベルマーレ 午後 2時

山梨中銀
スタジアム

８ ４月24日（日） ＦＣ東京 午後 2時

10 5月4日（水・祝）
※甲斐市サンクスデー

柏レイソル 午後 7時

12 5月14日（土） 名古屋グランパス 午後
6時 30分

15 6月11日（土） アビスパ福岡 未定

17 6月25日（土） サンフレッチェ広島 未定

　　
■申し込み・問い合わせは…
　スポーツ振興課（新館２階）
　☎055（278）1698    　055（278）2047
※スポーツ施設開放日程は、P18・19のカレンダー
　をご覧ください。ニュース

スポーツ
ニュース

スポーツ
ニュースsports newssports news

甲斐梅の里クロスカントリー大会
　２月28日（日）、県内外から集まった2,097人のラ
ンナーが、梅の里を駆け抜けました。
※市内の上位入賞者（１位～３位）のみ掲載（敬称略）、
　かっこ内は所属クラブ等です。
※すべての参加者の記録はこちらをご覧ください。
　http://www.tecnoplan.co.jp/tecnet/
○2.5ｋｍコース
小学生4・5・6年生男子の部
　３位　二宮瑞貴（竜王北小）
小学生4・5・6年生女子の部
　２位　樋さくら（敷島北小）
○5ｋｍコース
中学生男子の部
　１位　清水陽斗（敷島中）
一般・高校生男子の部
　１位　志村仁夢（山梨学院付属高）
一般・高校生女子の部
　１位　岡田みか（城北幼稚園）、３位　田中瑞季
40歳・50歳代男子の部
　３位　藤原剛（山光石油甲府ＳＳ）
40歳・50歳代女子の部
　１位　笹本みき
60歳以上男子の部
　２位　日暮勲（甲斐市陸協）
　３位　中込茂（ドラゴンアスリートクラブ）
60歳以上女子の部
　２位　齋藤ひろ子（竜王走ろう会）
　３位　土屋知子（竜王走ろう会）
○10Ｋｍコース
一般・高校生男子の部
　１位　大沢正和（チームまさはる）
一般・高校生女子の部
　１位　大関美紀、３位　藤本麻里
40歳代男子の部
　１位　清水誠二（甲斐市陸協）
　３位　小林世紀（サンニチ印刷）
50歳以上女子の部
　２位　志村美佳（竜王走ろう会）、３位　三浦代志美

市長杯争奪ソフトテニス大会

日　　時　５月8日（日）
　　　　　午前８時受付、８時30分開会
　　　　　※雨天の場合は５月22日（日）に延期
場　　所　西八幡テニスコート（開会式）、釜無川ス
　　　　　ポーツ公園テニスコート、玉幡中テニス
　　　　　コート
種　　別　○小学生１部（５・６年生）
　　　　　○小学生２部（４年生以下）
　　　　　○中学生
　　　　　○一般１部（高校生含む）
　　　　　○一般２部（壮年）
　　　　　※男女別
対　　象　市内在住者およびクラブ登録者
参 加 料　小・中・高生：チーム200円
　　　　　一般：チーム1,000円
　　　　　※参加料は当日納入
表　　彰　各種目とも１位～３位まで賞状、賞品
　　　　　（参加賞あり）
主　　催　市ソフトテニス協会
申込期日　4月28日（木）まで
■申し込み・問い合わせは…
　◎小学部…所属ジュニア部コーチへ
　◎中学部…各中学校顧問の先生へ
　◎高校・一般…市ソフトテニス協会競技部長 田中まで  
　　☎055（277）3289

市民親善グラウンド・ゴルフ大会
日　　時　5月3日（火）午前8時30分までに受付
　　　　　※小雨決行、予備日5月4日（水）
場　　所　赤坂台総合公園
対　　象　市内在住者（中学生以上）
参 加 料　無料　※用具の貸出あり
主　　催　市グラウンド・ゴルフ協会
申込受付　4月28日（木）までに電話にて受付
※上位入賞者は、県体育祭の市代表選手となります。

募集結果
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●平成28年度　総合健診および人間ドック
　（特定検診含む）が始まります
　詳細は、次の日程で各世帯に発送される「健診受診
調査及び総合健診申込書」の案内をご覧ください。

申込対象者 地区
「健診受診調査及び
総合健診申込書」
送付時期

総合健診
受診期間 人間ドック

前
期

●国民健康
　保険の人
●社会保険扶
　養家族で
　20～39　
　歳の人
●後期高齢者
　保険の人

竜王地区① 送付済み 5月～6月【受診期間】
人間ドック
受診券の発
行を受けて
から、平成
29 年 1 月
31日まで

【申請期間】
4 月 11 日
か ら 10 月
31日まで

竜王地区② 送付済み 6月

双葉地区 送付済み 7月～8月

敷島地区 4月下旬 ８月～９月

後
期

 ●社会保険扶
　養家族で
　40～74
　歳の人

前期と同時期に送付
（地区ごと）

10月～
11月

竜王①：竜王１区～４区、 富竹新田１区～４区、竜王仲町区、
　　　　名取区、竜王新町１区～７区 、新居区、古村区、上篠原
　　　　区、仲新居区、上八幡区、中八幡区、下八幡１区～３区
竜王②：上記地区以外
○年齢（加入医療保険の種類）に応じて「健診受診調査
　及び総合健診申込書」が異なります。世帯によって
　は2部送付される場合があります。
○総合健診と人間ドックの併用はできません。
■申し込み・問い合わせは…
　健康増進課、各支所市民地域課

●運動プログラム作成
　健康運動指導士により、運動プログラムの作成と安
全で適切な運動器具等の使い方を指導します。
日　　時　４月15日・22日の金曜日
　　　　　午後３時～４時
申込受付　予約制のため希望者はご連絡ください。
●ストレッチ教室
　１回につき施設利用料 200 円が必要となります。
（68歳以上は150 円です。）
日　　程　４月15日・22日の金曜日【全２回】
　　　　　午後２時～３時
内　　容　ストレッチ体操・ピラティス・ヨガなど
対　　象　市内在住の20歳以上の人
定　　員　8人（先着順）
申込方法　４月６日（水）午前10時から電話受付ま　
　　　　　たは軽運動室で直接受付
■問い合わせは…敷島保健福祉センター

●人間ドック受診申し込み
申込期間　４月11日（月）～10月３1日（月）まで

対 象 者　40歳以上の人。社会保険本人は対象外。
受診期間　申請後、「人間ドック受診券」の発行を受け
　　　　　てから平成29 年１月31日まで
申込方法　 指定医療機関から希望する医療機関を選

び、申請してください。その場で受診券を
発行します。（総合健診申込書とは別に申
請が必要です。）受診券発行後、ご本人か
ら医療機関へ予約をしていただきます。

持 ち 物　 健康保険証、印鑑、社会保険扶養の人は保
険者から発行される特定健診受診券

補 助 金　 年齢・検査項目により金額を補助します。
※予約状況により受け入れできなくなった医療機関
　は、その時点で申請期間中でも受け付けを終了し
　ますので、早めの申請をお願いします。

指定医療機関
●山梨病院健康管理センター●甲府共立病院総合健診セ
ンター●甲府市医師会健康管理センター●山梨県厚生連
健康管理センター●竜王リハビリテーション病院●竜王
共立診療所●赤坂台病院●双葉クリニック●石和温泉病
院クアハウス石和●甲府城南病院●医療法人康麗会笛吹
中央病院
■申し込み・問い合わせは…
　健康増進課、各支所市民地域課

●平成28年度　高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種
　定期接種対象者①の人には通知を発送しますので、
詳細はご確認ください。
定期接種対象者　
　①今年度中に65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、
　　90歳、95歳、100歳となる人
　②市内に住所を有する60歳～ 64歳の人であっ
　　て、心臓・腎臓・呼吸器の機能、またはヒト免疫
　　不全ウイルスによる免疫機能に障がいを有する

健康　 保健健康　 保健
だより

Healthy Life
＆

Health Care

■健康増進課（本館1階） ☎ 055（278）1694
■敷島支所市民地域課（敷島庁舎） ☎ 055（277）3112
■双葉支所市民地域課（双葉庁舎） ☎ 0551（20）3650
■長寿推進課（新館１階） ☎ 055（278）1693
■敷島保健福祉センター（月曜休館） ☎ 055（277）7311
■市社会福祉協議会敷島本所 ☎ 055（277）1122

問
い
合
わ
せ
一
覧

内容・区分 40～74歳の人 75歳以上（健診
受診日の年齢）の人

①　 基本健診 ( 特定健診含む ) の
み受けた場合 22,000円 30,000円

②　 ①に加え前立腺がん検査を受
けた場合 23,000円 31,000円

③　 ①に加え子宮がん検査または
乳がん検査（マンモグラフィー
検査）どちらかを受けた場合

24,000円 32,000円

④　 ①に加え子宮がん検査と乳が
ん検査（マンモグラフィー検
査）の両方を受けた場合

25,000円 33,000円

● 甲斐市国民健康保険に加入している人は、さらに特定健診分とし
て国保からの補助があります。
● 甲斐市国民健康保険以外の保険に加入している人は、各保険者に
より補助金額が異なります。（詳細は加入されてる保険者に問い
合わせください。）
● 自己負担金は実際に検査にかかった金額から、市の補助金と保険
者の補助金を差し引いた分の金額になります。

　　人（該当になる人は、問い合わせください。）
　※今までに高齢者肺炎球菌ワクチンを接種したこ
　　とがある人は除きます。
医療機関　健康増進課まで問い合わせください。
自己負担　接種費用から助成額（接種費用の3分の   

　　　　　２、上限5,000 円）を差し引いた金額。
　　　　　ただし、生活保護世帯は事前の申請により
　　　　　無料。
持 ち 物　保険証、予診票
■申し込み・問い合わせは…健康増進課

実施日程・場所　各クラスとも週１回【全12回】
　火曜クラス　５月10日～７月26日 
　　（竜王武道館）午前10時～正午
　　（双葉公民館）午後１時30分～３時30分
　水曜クラス　５月11日～７月27日
　　（志麻の湯）午前10時～正午
　木曜クラス　５月12日～７月28日
　　（百楽泉）午前10時～正午 
　金曜クラス　５月13日～８月５日 
　　（竜王南部公民館）午後１時30分～３時30分
対　　象　
　介護認定を受けていない65歳以上の市内在住
者（平成28年度中に65歳になる人は参加可能）。
主治医からの運動制限がなく、自己責任での教室参
加が可能な人。
内　　容　椅子に座って体操・ストレッチなど
定　　員　各クラス20人（初めての人から優先）

参 加 費 500円（全12回分）
※参加費は参加初日、受付時に納めていただきます。
　納入後は返金できませんのでご了承ください。
持 ち 物 室内用運動靴、タオル、飲み物
申込方法　
　①郵便番号②住所③氏名（ふりがな）④性別⑤生年
月日⑥年齢⑦電話番号⑧希望曜日クラス（第２希望
まで）をご記入の上、郵送にて申し込みください。
※申込多数の場合は抽選となります。参加の可否
　等は後日連絡します。
※１人１クラスのみの申し込みに限ります。
（郵送先）
　〒400-0192　甲斐市篠原2610　
　長寿推進課「いきいき健康体操」係
申込受付　４月15日（金）まで（当日消印有効）
　　　　　※電話での申し込みはできません。
■問い合わせは…長寿推進課

実施日程　各クラスとも週１回【全13回】
　火曜クラス　４月26日～７月26日 
　木曜クラス　４月28日～７月28日 
　金曜クラス　５月６日～７月29日 
　　　　　　　午前10時15分 ～11時 15分
場　　所　『Kai・遊・パーク』（25m温水プール）
対　　象　
　介護認定を受けていない65歳以上の市内在住
者（平成28年度中に65歳になる人は参加可能）。
主治医からの運動制限がなく、自己責任での教室参
加が可能な人。（身長140cm未満の人、眼鏡着用
での参加はできません。）
内　　容　温水プールで水の特性を生かして全身の
　　　　　バランスや日常動作が楽になる運動を行
　　　　　います。
定　　員　各クラス24人（初めての人から優先）
送　　迎　各クラス定員７人（運転できない人・免
　　　　　許証を持っていない人を優先。ご自身
　　　　　で乗降可能な人）。

参 加 費  1,000円（全13回分）、送迎希望される
　　　　　人は別途1,300円（全13回分）
※参加費は参加当日、受付時に納めていただきます。
　納入後は返金できませんのでご了承ください。
申込方法　
　①郵便番号②住所③氏名（ふりがな）④性別⑤生年
月日⑥年齢⑦身長⑧電話番号⑨希望曜日クラス⑩
送迎希望の有無⑪本教室の過去の参加回数をご
記入の上、郵送またはＫａｉ・遊・パークまで直接申し
込みください。
※申込多数の場合は抽選となります。参加の可否・
　送迎の時間等は４月下旬頃に連絡します。
※１人１クラスのみの申し込みに限ります。
（郵送先）
　〒400-0117　甲斐市西八幡１８９６‒２
　「Kai・遊・パークらくらくかんたん運動教室」係
申込受付　４月８日（金）まで（当日消印有効）
　　　　　※電話での申し込みはできません。
■問い合わせは…長寿推進課

　高齢者が楽しく体を動かして、毎日の生活の中に、無理なく健康づくりのための運動が取り入れられるよ
う「らくらくかんたん運動教室」（年３期予定）を実施します。

　今の健康を維持していくためには、元気なうちから健康づくりや介護予防に取り組むことが必要です。膝
や腰の痛みが気になる人、足腰を強くしたい人は、健康体操教室に参加してみませんか。

こ う  れ い  　 し ゃ

齢者齢者
高齢者から高齢者から高齢者から

こ う  れ い  　 し ゃ

幸幸齢者齢者
高齢者から高齢者から高齢者から

こ う  れ い  　 し ゃ

幸幸齢者齢者

高齢者から高齢者から高齢者から

らくらくかんたん運動教室（第１期）  参加者募集

こ う  れ い  　 し ゃ

齢者齢者
高齢者から高齢者から高齢者から

こ う  れ い  　 し ゃ

幸幸齢者齢者
高齢者から高齢者から高齢者から

こ う  れ い  　 し ゃ

幸幸齢者齢者

高齢者から高齢者から高齢者から

いきいき健康体操教室 （第１期） 参加者募集
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母子健康手帳の発行
日時　午前８時 30分
　　　～午後５時 15分（平日のみ）
持ち物　印鑑
※妊娠中の心配事がありましたら、
　ご相談ください。
■発行・問い合わせは…
　健康増進課、各支所市民地域課

マタニティクラス、ママパパクラス
　妊娠中の過ごし方や出産後の育
児について学ぶ教室で、情報交換や
交流ができます。
場所　敷島保健福祉センター
◆マタニティクラス
 「第１課　妊娠中の生活・妊婦体操」
日時　４月 11日（月） 
　　　午前９時 30分～正午
対象　市内在住の５か月過ぎの妊
　　　婦とその家族　
持ち物　母子健康手帳、バスタオル
　　　　運動できる服装
 「第２課　母乳について」
日時　４月 18日（月） 
　　　午前９時 30分～正午
対象　市内在住の５か月過ぎの妊
　　　婦とその家族
持ち物　母子健康手帳
「第３課　歯科と栄養について」
日時　５月９日（月） 
　　　午前９時 30分～午後１時
対象　市内在住の５か月過ぎの妊
　　　婦とその家族
持ち物　母子健康手帳、三角巾、歯ブ
　　　　ラシ、エプロン
◆ママパパクラス
日時　４月 19日（火）
　　　午後７時～９時
対象　市内在住の７か月過ぎの妊
　　　婦とその家族
持ち物　母子健康手帳、父子健康手帳
　　 　  （ない人は当日配布します）
※「マタニティクラス」「ママパパク
　ラス」ともに開催日の４日前までに
　事前の申込が必要となります。
■申し込み・問い合わせは…
　健康増進課、各支所市民地域課

  竜王子育てひろば
◆「ドラひろば」
　親子で楽しめる手遊び、読み聞か
せ・紙芝居などを行います。
日程　毎週金曜日
　　　午前 10時 30分～11時
◆パパDOひろば
 「ベビーマッサージ」
日時　４月 16日（土）
　　　午前10時 30分～11時 30分
対象　10か月までの親子
定員　10 組（完全予約制）
持ち物　バスタオル、飲み物
■申し込み・問い合わせは…
　竜王子育てひろば

 敷島子育てひろば
◆「ぽけっとひろば」
　親子で絵本の読み聞かせなどの
ふれあい遊びを楽しみましょう。
日程　①１歳６か月までの親子は
　　　　 水曜日
　　　②１歳６か月～２歳児は金
　　　　 曜日
時間　午前10時 30分～10時 50分
◆「親子リトミック」
日時　４月８日（金）
　　　午前 10時 30分～ 11時
◆子育て相談
　保育園・児童館の情報提供、育児
相談を行っています。
受付時間　午前９時～午後４時
　（月・日曜日、祝日休館）
子育て相談専用電話　
　☎ 055（277）1260
■申し込み・問い合わせは…
　敷島子育てひろば

 子育て支援センター「こあら」 
　未就園児と保護者が対象です。
また、育児不安等についての電話相
談も行っていますので気軽に相談
ください。
日程　月～金曜日
場所　竜王西保育園
対象　未就園児と保護者
参加料　１組 100 円

◆「親子ストレッチ教室～体をのび
　のび動かしてみよう～」
日時　４月 20日（水）
　　　午前10時 30分～11時 30分
定員　10人
講師　ルーデンススポーツクラブ
　　　藤本チフミさん
■申し込み・問い合わせは…
　竜王西保育園

 子育て支援センター「ヤンチャリカ」 
　未就園児と保護者が対象、参加無
料です。
「リズムにのりのり Let's ダンス」
日時　４月 28日（木） 
　　　午前 10時～ 11時 30分
場所　働く婦人の家（万才761）
定員　40組（完全予約制）
申込方法　４月５日（火）
　午前９時 30分から電話受付
①「春をみつけにお散歩しましょう」
日時　４月７日（木）　
　　　午前10時30分～ 11時30分
②「フープでケンパッ！」
日時　４月14日（木） 　
　　　午前10時30分～ 11時30分
③「シャボン玉飛ばそう」
日時　４月21日（木） 　
　　　午前10時30分～ 11時30分
①～③共通
集合場所　ドラゴンパーク管理棟
持ち物　飲み物・帽子　
申込方法　当日、集合場所にて
■申し込み・問い合わせは…
　光保育園（下今井 2374 － 1）
　☎ 0551（28）1566

 子育てサロン“クローバー”
　情報交換を兼ねて親子の交流で
楽しいひと時を過ごしませんか。
日時　４月 20日（水） 
　　　午前 10時～正午
場所　敷島保健福祉センター
対象　未就園児と保護者
内容　歌と手遊び、こいのぼりを

つくろう
定員　20組
申込方法　４月５日（火）から受付
■申し込み・問い合わせは…
　市社会福祉協議会敷島本所

すくすく
　   子育て

マタニティー

問
い
合
わ
せ
先
一
覧

■健康増進課（本館１階）  　                ☎055（278）1694
■子育て支援課（新館１階）      ☎055（278）1692
■敷島支所市民地域課（敷島庁舎）      ☎055（277）3112
■双葉支所市民地域課（双葉庁舎）      ☎0551（20）3650
■市社会福祉協議会敷島本所       ☎055（277）1122
■竜王子育てひろば（竜王東児童センター2階）   ☎055（278）１１２0
■敷島子育てひろば　　　　　　　　 　  ☎055（277）1762
■竜王西保育園（竜王1671）       ☎055（276）5741

子育て

● 乳幼児健診（日程、会場の変更を希望する人は事前にご連絡ください。なお、対象の人には別途通知します。）
内容 実施月日 受付時間 対象地区 実施場所 持ち物

４か月児健診
【H27.12 月生】

 4月 22日（金）

  午後１時 10 分～
  　　１時 30 分
 ※受付は午後のみ

敷島・双葉 敷島保健福祉センター 母子健康手帳、バスタ
オル、保険証、印鑑 4月 27日（水） 竜王 竜王保健福祉センター

１歳６か月児健診
【H26.９月生】

 4月 13 日（水） 竜王 竜王保健福祉センター

母子健康手帳、バスタ
オル、保険証、印鑑、
送付の問診票、普段使
用している歯ブラシ

 4月 19 日（火） 敷島・双葉 敷島保健福祉センター
２歳児健診

【H25.12 月生】
 4月  8 日（金） 全地区 竜王保健福祉センター
 4月 14日（木） 全地区 竜王保健福祉センター

３歳児健診
【H24.10 月生】

 4月  7 日（木） 竜王・双葉 双葉保健福祉センター
 4月 12日（火） 竜王・敷島 敷島保健福祉センター

   ３歳児視聴覚・尿検査
   再検査日

 4月  7 日（木） 午後３時 30 分～
   ４時 30 分

双葉保健福祉センター 母子健康手帳、健診時
に配布した再検査用紙 4月 12日（火） 敷島保健福祉センター

保健

内容 実施月日 受付時間 対象地区 実施場所 持ち物
１歳児健康相談
【H27.４月生】

 4月15日（金）   通知でご確認くだ  
  さい。

竜王 竜王保健福祉センター 母子健康手帳、バスタ
オル、問診票、歯ブラシ 4月 20 日（水） 敷島・双葉 双葉保健福祉センター

● 健康相談（対象の人には別途通知します。）

　
　市では、共働きや核家族化が進む中、子育て支援事業として「ファミリー・サポート・センター」を開設し
ています。センターでは、「子育ての手助けを必要とする人（依頼会員）」からの依頼により、保育施設等への
送迎、外出時の預かりなど、さまざまな用途に応じた支援活動を行っています。
　合わせて、「子育てのお手伝いをしたい人（協力会員）」も募集しています。依頼する場合、協力する場合、
いずれも事前の会員登録が必要です。会員同士の交流会も開催していますので、お気軽にご相談ください。
＜依頼会員＞
対　　象　市内在住で生後３か月の乳幼児から小学校６年生までの保護者
利用料金　平日　午前７時～午後７時　１時間 700 円
　　　　　　※きょうだい２人目からは半額
　　　　　土・日曜日、祝日、早朝・夜間　１時間 800 円
※１回３時間までの利用に対して 1時間 200 円の市からの助成があります。
＜協力会員＞
対　　象　自宅で子どもの預かりが可能で、研修会に参加できる市内在住者

■申し込み・問い合わせは…ファミリー・サポート・センター事務局
　　　　　　　　　　　　　（甲斐市島上条 1248-1） ☎ 055（277）1762　
　

ファミリー・サポート・センター会員募集

●不妊治療助成事業
　不妊治療のうち保険外診療である特定不妊治療について、１回の治療費が高額で経済的負担の軽減を図るため、
市で費用の一部を助成します。なお、４月１日（金）の申請から対象年齢、助成回数等が変更となりました。

対　象　
１．夫婦が申請時に１年以上継続して市内に住所を有すること。
２．法律上の婚姻をしており、特定不妊治療以外の治療法によっ
　　ては妊娠の見込みがないか、または極めて少ないと医師に
　　判断された夫婦であること。
３．夫婦の所得合計額が 730万円未満であること。
４．市税がすべて納められていること。
※助成額、手続き、必要書類等の詳細は、市のホームページでご
　確認いただくか、問い合わせください。

■問い合わせは…健康増進課、各支所市民地域課

新制度（H28.4.1 ～）

対象年齢 治療開始年齢が 43歳未満

年間助成回数 限度なし

通算助成回数
初回助成時の治療開始年齢
・39歳以下　通算６回
・40歳以上 43歳未満　通算３回

通算助成期間 限度なし

25 24広報 甲斐 2016. ４月号 No.140広報 甲斐 2016. ４月号 No.140



せん定枝粉砕処理については、P18・19 の
カレンダーをご覧ください。

液肥を無料で配布します
　市バイオマスセンターで生成した液肥です。農地管
理や家庭菜園などにご活用ください。
日時　４月 13日（水）　午後 2時～４時
場所　市バイオマスセンター（玉幡中学校北側）
※液肥を入れる容器（ペットボトル・20リットルポリ
　タンク等）を持参願います。

浄化槽清掃は許可業者に依頼を
　槽内の汚泥などの引き抜きや附属機器類の洗浄・清
掃は、市の許可を受けた次の業者に依頼してください。
竜王地区
○㈱クリーン環境センター（西八幡 3483）
　☎ 055（276）2407
○クリーンライフ（中央市西花輪 4377）
　☎ 055（274）6288
敷島地区
○敷島三友衛生社（境 855）　☎ 055（277）3342
○敷島陸送（大下条 935-1）　☎ 055（277）2251
双葉地区
○㈲エコサービス（宇津谷342-1）　☎ 0551（28）3391
○㈲韮崎環境メンテナンスサービス
　（韮崎市本町 2-2-47）　☎ 0551（22）1805

竜王地区河川清掃
　みなさんの手で川をきれいにしましょう。
実施日　４月 17日（日）
※小雨決行〔悪天候の場合は 24日（日）に延期〕

飼っている犬がいなくなってしまったら
　飼い犬がいなくなった場合、「２、３日すれば帰っ
てくるだろう」などと思っていませんか。
　迷子になった犬は毎日移動し、飼い主から遠く離れ
てしまう可能性があります。不慮の事故に遭う可能性
もあるので、周辺を探すとともに、市や県動物愛護指導
センター（☎ 055-273-5034）へ連絡をお願いします。
　なお、飼い犬が見つかった場合には、忘れずに発見の
連絡をお願いします。
※鑑札や注射済票の番号から飼い主を探すことができ
　るので、飼い犬の首輪に、鑑札や狂犬病予防注射済票
　をつけてください。

　犬を譲り受けたり、犬を飼う場所が変わった場合な
どに必要な「犬の登録事項変更届」と、飼い犬が死亡し
た場合に必要な「犬の死亡届」は、インターネットを通
じて市役所へ届け出することができます。
　市では、県と市町村で取り組
んでいる「やまなしくらしねっ
と」において、「犬の登録事項変
更届（市内での移動のみ）」と「犬
の死亡届」の受付を行っていま
すのでご利用ください。

利用方法
※届け出には利用者登録が必要です。
①やまなしくらしねっと（https://www.e-tetsuzuki99.
　com/eap-pj/yamanashi/）にアクセス
②「電子申請」ボタンを選択
③［電子申請・届出サービス］画面で「甲斐市」を選択
④［申請・届出メニュー］の「申請・届出をする」を選択
⑤「犬の登録事項変更届」または「犬の死亡届」を選択
※操作方法等ご不明な点は、コールセンターへ問い合
　わせください。
○コールセンター　☎ 0570（00）5353

　平成28年度の登録・予防集合注射を実施します。次ペー
ジの日程表をご覧になり、最寄りの会場で受けてください。
※昨年度と日時が変更となっています。ご注意ください。
【登録】
　狂犬病予防法で登録が義務付けられています。
※初めて犬の登録をする人は、次ページの「犬の新規登録申
　請書」に必要事項を記入し、当日会場に持参してください。
【狂犬病予防注射】
　生後91日以上の犬は、毎年1回受ける必要があります。
（狂犬病予防法第 5条第 1項）
登録済みの犬は、飼い主様宛てに発送されたはがき
を注射当日、必ずお持ちください。

【その他】
　次の項目に該当する場合は届出・申請が必要となります。
①犬が死亡したとき「死亡届」
②飼育場所が変わったとき・他人から譲り受けたとき・
　飼い主が転入したとき「登録事項変更届」
※転入時は鑑札の引換交付が必要になりますので、鑑札
　を持参してください。
③鑑札、注射済票をなくしてしまったとき「再交付申請書」
※再交付には別途手数料（1,600 円）が必要となります。
※集合注射を受けない場合は、各自で狂犬病予防注射を 
　受けてください。

犬の登録事項変更届等の電子申請
愛犬の登録と狂犬病予防集合注射を実施します

■問い合わせは…
環境課（本館１階）　　　　☎ 055（278）1706
敷島支所市民地域課　　　☎ 055（277）3112
双葉支所市民地域課　　　☎ 0551（20）3650

☆朗読処「おきらく亭」
　日時　４月21日（木）
　　　午後１時30分～
場所　竜王図書館会議室
対象　一般
板前　ねの会ほか

☆甲州弁ビッグかるた大会　　
日時　５月１日（日）
　　　①午前10時～
　　　②午後２時～
場所　竜王北部公園（竜王図書館前）
対象　幼児・小学生
定員　各回10人（先着）
　
☆敷島図書館閉架書庫ツアー　
　　普段は入れない閉架書庫にご案内
します。参加者は当日カウンターで
貸出体験もできます。
日時　５月８日（日）

　　　①午前10時～ 10時45分
　　　②午後２時～３時
場所　敷島図書館
対象　幼児・小学生（保護者同伴可）
定員　各回10人（先着）
受付　４月 20日（水）午前９時か
　　　ら敷島図書館にて電話受付

☆会員制「おはなし会」がはじま
　ります　
　年間を通しておはなし会に参加す
る人を募集します。図書館司書が
バックアップしてより良い本を適し
た時期に、楽しくおすすめしていき
ます。４月に申し込みをした人で構
成し１年間同じ仲間で開催します。
「うさこのじかん」ではママさん同士
のコミュニケーションも図れます。

○幼児向け会員制おはなし会
　「うさこのじかん」
日程　５月～平成29年３月までの
　　　毎月第３月曜日【全11回】　
　　　午前11時～ 11時30分
場所　竜王図書館おはなしコーナー
対象　１歳～３歳児と保護者
定員　15組（先着）
内容　絵本のよみきかせ、パネル
　　　シアター、読書支援など

○小学生向け会員制おはなし会
　「うちゅういるかクラブ」
日程　５月～平成29年３月までの
　　　毎月第３土曜日【全11回】　
　　　午後２時～３時
場所　竜王図書館会議室
対象　小学１年生～４年生
定員　15人（先着）
内容　ワークショップ（年４回、料
　　　理教室・遠足など）、ストー
　　　リーテリングなど
（共通事項）
受付　４月10日（日）午前９時から
　　　竜王図書館窓口にて電話受
　　　付。申込時に通知用として
　　　官製はがき11枚をお持ちく
　　　ださい。

☆2016年「こども読書週間」
　～四角い本に　まあるい心～　
期間　4月23日（土）～５月12日（木）
　市では創甲斐教育推進事業の一
環として、保育園や幼稚園への移動
図書館や保護者のみなさんへの読
書啓発を行い、家庭での「1日1回読
書タイム」をおすすめしています。
　また、小学生までを対象に定例の
おはなし会を開催していますので、
ぜひ図書館をご利用ください。

図書館
へ行こう

Let’s Go to the Library

■  竜王図書館…☎055(278)0811
■  敷島図書館…☎055(277)9955
■  双葉図書館…☎0551(20)3669

▲

開館時間
　●平日：午前 10時～午後７時　　●土・日・祝日：午前９時～午後５時▲

４月のおやすみ　　P18・P19 のカレンダーをご覧ください。

※内容については、各図書館へ問い合わせください。 おすすめの本

今話題の「大和言葉」を
集めた１冊です。言葉
の由来や意味の説明とと
もに、ユーモアのあるイ
ラストで紹介し、どんな
場面で使ったらいいのか
が一目でわかります。ぜ
ひ、優しい響きの言葉
を使ってみませんか。

「くんちゃんのはじめてのがっこう」
　ドロシー・マリノ /作　まさきるりこ /訳
　ペンギン社（1982年）

一般書

児童書

「大和言葉つかいかた図鑑」
　海野凪子 /文　ニシワキタダシ /絵
　誠文堂新光社（2016年）

今日からくまの学校の
１年生。元気よく学校
に行ったくんちゃんで
すが、勉強が始まると、
どんどん不安になって
…。ついに教室のドア
から、外に出てしまい
ます。入園入学前に読
んであげたい絵本です。

会場 イベント名 開催日 時間 対象

竜王図書館

こぐまちゃんのおへや 14 日（木）
午前 10 時 15 分～ ５か月児～
午前 11 時～ 1 歳６か月児～

しろくまちゃんのおへや   9 日（土）
23 日（土）午前 10 時 30 分～ 幼児・小学生

キッズぷらねっと  2 日（土）午後２時～ 小学生

敷島図書館

らいおんちゃんのゆりかご  7 日（木）
21 日（木）

午前 10 時 30 分～ ５か月児～
らいおんちゃんのへや 午前 11 時～ 1 歳６か月児～

らいおんちゃんのおうち  2 日（土）
16 日（土）午後２時～ 幼児・小学生

双葉図書館
おはなしのとびら 14 日（木）

午前 11 時～
乳幼児

ふうせん劇場  9 日（土）
23 日（土） 幼児・小学生

竜王図書館
視 聴 覚 室

『その時歴史が動いた　武田
信玄　知を拓き水を治める』  5 日（火）

午後２時～

一般
（先着 182 人）『歴史秘話ヒストリア　武田

信玄』  6 日（水）

敷島総合文化会
館視聴覚ホール

『ミッキーのがんばれサーカ
ス』（日本語吹替え） 24 日（日） 幼児・小学生

（先着 70 人）
『本格工場見学～ ANA 機体
メンテナンスセンター編～』

5 月
4 日（水）

小学生～一般
（先着 70 人）

双葉ふれあい
文化館視聴覚室

『へんないきもの』『よりぬき
へんないきもの』

5 月
 3 日（火）

一般
（先着 50 人）

『ぼくは王さま　たまごとめ
いたんてい』

5 月
 5 日（木）

幼児・小学生
（先着 50 人）

４・５月のイベント
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行

政

募

集

相

談

イ
ベ
ン
ト

そ
の
他
情
報

講
座
・
教
室

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

実
施
結
果

　
案
件

　

甲
斐
市
地
域
防
災
計
画
修
正
案

募
集
期
間

　

１
月
12
日
〜
29
日

提
出
さ
れ
た
意
見　

０
件

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

防
災
危
機
管
理
課　

新

敷

双

敷
２

双
公

本

　

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
７
６

市
奨
学
金
の
貸
付

　

優
秀
な
生
徒
で
あ
る
の
に
、
経

済
的
理
由
に
よ
り
高
校
や
大
学
で

の
修
学
が
困
難
な
人
を
対
象
に
奨

学
金
の
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
、
申
請
書
類
を
そ

ろ
え
て
教
育
総
務
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、奨
学
生
の
認
定
は
、奨
学

生
選
考
委
員
会
の
選
考
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

対
象
要
件

○
学
費
な
ど
の
支
払
い
が
困
難
で

　

あ
る
こ
と（
所
得
基
準
有
り
）

○
他
の
制
度
に
よ
る
奨
学
資
金
を

　

受
け
て
い
な
い
こ
と
等

貸
付
金
額

　

大
学
在
学
者
…
月
額
２
万
円

　

高
校
在
学
者
…
月
額
１
万
円

貸
付
期
間

　

大
学
…
最
高
４
年

　

高
校
…
最
高
３
年

貸
付
利
率　

無
利
子

返
還
方
法

　

貸
付
期
間
終
了
月
の
翌
月
か
ら

　

起
算
し
て
６
か
月
を
経
過
し
た

　

後
10
年
以
内

申
込
期
間

　

４
月
１
日（
金
） 〜
５
月
２
日（
月
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

教
育
総
務
課　

新

敷

双

敷
２

双
公

本

　

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
９
５

ひ
と
り
親
家
庭
入
学
、進
学
等

祝
金
の
支
給

　

４
月
に
高
校
進
学
ま
た
は
中
学

校
卒
業
後
す
ぐ
に
就
職
す
る
子
ど

も
が
い
る
所
得
税
非
課
税
の
ひ
と

り
親
家
庭
に
、
市
か
ら
祝
金
と
し

て
２
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
申
請
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
子
育
て
支
援
課
ま
た

は
各
支
所
市
民
地
域
課
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
請
書
が
届
か
な
い
人

で
該
当
と
思
わ
れ
る
人
は
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

　

５
月
２
日（
月
）

※
期
限
厳
守

※
郵
送
申
請
も
可
能（
期
限
必
着
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

子
育
て
支
援
課　

新

敷

双

敷
２

双
公

本

　

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
９
２

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の

閲
覧
・
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

閲
覧
・
縦
覧
期
間

　

４
月
１
日（
金
） 〜

　

５
月
31
日（
火
）

　

平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

閲
覧
・
縦
覧
場
所　

税
務
課

※
閲
覧
・
縦
覧
の
際
は
、
請
求
者

　

本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

　

た
め
、
免
許
証
等
の
身
分
証
明

　

書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

固
定
資
産
税
を
算
定
す
る
基
礎

　

と
な
る
課
税
台
帳
が
、
右
記
期

　

間
は
無
料
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

○
閲
覧
で
き
る
人

・
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者（
所

　

有
者
）

・
納
税
義
務
者（
所
有
者
）と
同
居

　

の
親
族

・
納
税
管
理
人

・
納
税
義
務
者（
所
有
者
）の
同
意

　

ま
た
は
委
任
を
受
け
た
人（
納
税

　

義
務
者
の
委
任
状
が
必
要
）

・
借
地
人
、
借
家
人（
賃
貸
に
か
か

　

る
資
産
の
み
閲
覧
可
能
で
、当
該

　

資
産
を
借
り
て
い
る
こ
と
が
わ

　

か
る
契
約
書
等
が
必
要
）

土
地
・
家
屋
価
格
等
の
縦
覧
帳
簿

の
縦
覧

　

土
地
・
家
屋
の
所
在
、面
積
、評

　

価
額
等
を
確
認
で
き
る「
土
地

　

価
格
等
縦
覧
帳
簿
」「
家
屋
価
格

　

等
縦
覧
帳
簿
」が
無
料
で
縦
覧

　

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
所
有
す

　

る
課
税
対
象
資
産
が
土
地
、
家

　

屋
の
ど
ち
ら
か
の
場
合
、
そ
の

　

資
産
の
帳
簿
以
外
は
縦
覧
で
き

　

ま
せ
ん
。

○
記
載
内
容

・
土
地（
土
地
の
所
在
、地
目
、地
積
、

　
評
価
額
）

・
家
屋（
家
屋
の
所
在
、
家
屋
番
号
、

　
種
類
、構
造
、床
面
積
、評
価
額
）

○
縦
覧
で
き
る
人

・
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者（
所

　
有
者
）

・
納
税
管
理
人

・
納
税
義
務
者（
所
有
者
）と
同
居

　
の
親
族

・
納
税
義
務
者（
所
有
者
）の
同
意

　
ま
た
は
委
任
を
受
け
た
人（
納
税

　
義
務
者
の
委
任
状
が
必
要
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
税
務
課　

新

敷

双

敷
２

双
公

本

　

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
３

家
庭
内
の
水
道
配
管
を

改
修
す
る
と
き

　

水
道
配
管
を
変
更
ま
た
は
撤
去

す
る
場
合
は
、
工
事
申
請
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
市
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
を
通
じ
、
上
水
道
課

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
蛇
口
や
パ
ッ
キ
ン
・

節
水
コ
マ
の
取
り
替
え
な
ど
の
場

合
は
不
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
上
水
道
課

　

☎
０
５
５（
２
７
６
）０
７
３
４

情
報
ひ
ろ
ば

本 … 本館
新 … 新館

　平成28年度の市民バスは、運行ルー
ト・ 時刻ともに、これまでと変更ありま
せん。
　時刻表は、ホームページからダウン
ロードするか、企画財政課、各支所市民地
域課で入手できます。

■問い合わせは…企画財政課（本館3階）
　☎055（278）1662

甲 斐 市 民 バ ス

＜切り取り線＞

＜
切
り
取
り
線
＞

【犬の新規登録申請書】

【集合注射の料金】

【集合注射時の注意事項】

※印欄には、申請者の住所と犬の所在地が異なる場合
　のみ記入してください。
☆印欄は、記入しないでください。

住　所

ふりがな
氏　名 電話番号

所在地

種　類

毛　色

犬の名

生年月日

性　別 おす ・ めす

大 ・ 中 ・ 小犬の体格

登録番号

※

☆
注射済
票番号

竜 王 地 区
実 施 日 場 　 所 時 　 間

双 葉 地 区
実 施 日 場 　 所 時 　 間

3,500円

6,500円

注 射 の み

新規登録と注射

敷 島 地 区
時 　 間

※当日は大変混雑しますので、おつりのないようお願いします。

※発熱・下痢等健康上の異常がある場合や、今までに注射・ワクチ
ン等で体調が悪くなったことがある場合、老犬・妊娠など特別
な状態にある場合は、かかりつけの獣医師にご相談ください。

※フンの放置は絶対にやめ、飼い主が責任をもって始末してください。

2,950円（注射料）+550円（注射済票）

3,000円（登録料）+3,500円（注射料+注射済票）

場 　 所実 施 日

■狂犬病予防集合注射日程表

犬

申
請
者

☆

午前9時30分～10時30分

午前10時45分～11時45分

午後  1 時30分～２時30分

午前 9 時～10時

午前10時30分～11時30分

午後  1 時30分～２時30分

午前 9 時～10時

午前10時30分～11時30分

午後  1 時30分～２時30分

午前 9 時～10時15分

午前10時30分～11時45分

午後  1 時30分～３時

清川地域ふれあい館

睦沢地域ふれあい館

吉沢地域ふれあい館

境 老 人 憩 い の 家

敷 島 台 集 会 場

天 狗 沢 公 民 館

東 町 公 会 堂

西 町 公 会 堂

松 島 団 地 集 会 所

長 塚 公 民 館

大 下 条 公 会 堂

敷 島 庁 舎 前

竜王リサイクルステーション内

竜 王 4 区 公 会 堂

竜王新町下公民館

竜王東児童センター駐車場

働 く 婦 人 の 家

榎 公 民 館

竜 王 南 部 公 民 館

竜王中部公民館駐車場

玉川東区集落集会所

竜王スポーツセンター

八幡新田1区公民館

玉 川 西 区 公 会 堂

竜 王 庁 舎 前

竜 王 南 部 公 民 館

5月10日（火）

5月11日（水）

5月12日（木）

5月13日（金）

5月15日（日）

4月 5日（火）

4月 6日（水）

4月7日（木）

4月8日（金）

4月10日（日）

午後 １ 時30分～ ２時30分

午前 ９ 時～10時

午前10時30分～11時30分

午後 1 時30分～ ２時30分

午前 9 時～10時

午前10時30分～11時30分

午後 １ 時30分～ ２時30分

午前 ９ 時～10時

午前 9 時～10時

午後 1 時30分～ ２時30分

午前10時30分～11時30分

午前10時30分～11時30分

午前9時30分～11時30分

午前9時30分～11時30分

4月12日（火）

4月13日（水）

4月14日（木）

4月15日（金）

4月17日（日）

上 志 田 公 民 館

宇 北 公 民 館

滝 沢 公 民 館

下 今 井 公 民 館

双 葉 庁 舎 前

菖蒲沢法泉寺前広場

新・新 田 公 民 館

団 子 公 民 館

高 原 団 地 公 民 館

保健福祉センター前

登 美 団 地 公 民 館

桃花の街クラブハウス

双 葉 庁 舎 前

午前 9 時～10時

午前10時30分～11時30分

午後 1 時30分～２時30分

午前 9 時～10時

午後 1 時30分～２時30分

午前 9 時～10時

午前10時30分～11時30分

午後 1 時30分～ 2 時30分

午前10時30分～11時30分

午前 9 時～10時

午前10時30分～11時30分

午後 1 時30分～２時30分

午後 1 時30分～ 3 時
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本 … 本館
新 … 新館
本 … 本館
新 … 新館

行

政

募

集

相

談

イ
ベ
ン
ト

そ
の
他
情
報

講
座
・
教
室

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

募
集
住
宅

※
す
べ
て
３
Ｄ
Ｋ

○
市
営
田
中
団
地
３
号
館

　

47
、49
号
室

　
（
篠
原
１
３
１
８

－

1
）

○
市
営
川
辺
町
団
地

　

４
０
１
、４
０
５
号
室

　
（
島
上
条
94

－

１
）

○
市
営
田
畑
団
地
1
号
館

　

３
０
１
、３
０
２
、３
０
５
号
室

　
（
宇
津
谷
４
６
５
８

－

2
）

選
考

　

市
営
住
宅
の
入
居
基
準
に
よ
る
。

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
方
法

　

申
込
は
1
世
帯
１
か
所
に
限
り

　

複
数
の
申
込
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

申
込
用
紙
を
建
設
課
、
各
支
所

　

市
民
地
域
課
で
配
布
し
ま
す
の

　

で
、
期
日
ま
で
に
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。
入
居
者
は
入
居
条
件

　

等
審
査
の
う
え
決
定
し
ま
す
が
、

　

申
込
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選

　

を
行
い
ま
す
。

申
込
期
間

　

４
月
６
日（
水
） 〜
19
日（
火
）

抽
選
日（
予
定
）

　

４
月
26
日（
火
）

　

午
後
２
時
〜

■
問
い
合
わ
せ
は
…
建
設
課　

新

敷

双

敷
２

双
公

本

　

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
８

無
料
市
民
法
律
相
談
会

　

相
続
、
遺
言
、
成
年
後
見
、
借
金

問
題
、
離
婚
等
の
悩
み
ご
と
の
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
相
談
内
容
は
厳
秘
扱
い
で
す
。

日
時　

４
月
８
日（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
〜

場
所

　

敷
島
総
合
文
化
会
館

担
当　

県
司
法
書
士
会

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

県
司
法
書
士
会

　

☎
０
５
５（
２
５
３
）６
９
０
０

Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）相
談

　

昨
年
、
市
で
は
身
体
的
・
精
神

的
・
経
済
的
等
の
Ｄ
Ｖ
で
悩
ん

で
い
る
市
民
の
み
な
さ
ん
が
相

談
で
き
る
よ
う
、
民
間
団
体「
女

性
の
人
権
サ
ポ
ー
ト
く
ろ
ー

ば
ー
」に
よ
る
相
談
機
関
を
開
設

し
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら
相
談

受
付
時
間
を
変
更
し
ま
す
。

　

電
話
で
は
、
く
ろ
ー
ば
ー
会
員

が
相
談
を
受
け
付
け
、
必
要
が
あ

れ
ば
面
談
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
対
象
は
市
内
在
住
の
女

性
限
定
で
す
。

※
相
談
内
容
は
厳
秘
扱
い
で
す
。

相
談
電
話

　

☎
０
８
０（
７
８
８
４
）７
８
２
９

受
付
時
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

※
年
末
年
始
を
除
く
平
日
の
み

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

市
民
活
動
支
援
課　

新

敷

双

敷
２

双
公

本

　

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
７
０
４

こ
こ
ろ
の
相
談
室

　

職
場
や
家
族
の
悩
み
、
人
間
関

係
な
ど
の
こ
こ
ろ
の
悩
み
相
談
を

受
け
ま
す
。

　

専
門
家
が
悩
み
を
聴
き
解
決
に

向
け
て
お
手
伝
い
し
ま
す
。

※
相
談
内
容
は
厳
秘
扱
い
で
す
。

日
時

　

４
月
11
日（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

対
象

　

市
内
在
住
で
こ
こ
ろ
の
悩
み
を

　

抱
え
て
い
る
本
人
ま
た
は
家
族

相
談
員

　

臨
床
心
理
士　

中
嶋
彩
さ
ん

相
談
料　

無
料

※
事
前
の
予
約
の
人
が
優
先
と
な

　

り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所      

　

☎
０
５
５（
２
７
７
）１
１
２
２

家
庭
教
育
支
援

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

日
程

○
敷
島
地
区　

４
月
８
日（
金
）

○
双
葉
地
区　

４
月
15
日（
金
）

○
竜
王
地
区　

４
月
22
日（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

○
敷
島
地
区
教
育
相
談
電
話

　

☎
０
５
５（
２
７
７
）１
４
０
０

○
双
葉
地
区
教
育
相
談
電
話

　

☎
０
５
５
１（
２
８
）７
６
８
１

○
竜
王
地
区
教
育
相
談
電
話

　

☎
０
５
５（
２
７
６
）７
５
２
１

手
話
奉
仕
員
養
成
講
習
会

日
程

　

５
月
12
日
〜
平
成
29
年
３
月
16

　

日
の
木
曜
日
・
10
月
16
日（
日
）

　
【
全
41
回
】

　

午
後
７
時
〜
９
時

※
８
月
11
日
、
９
月
22
日
、
10
月

　

13
日
、11
月
３
日
、12
月
29
日
は

　

休
み

場
所　

敷
島
総
合
文
化
会
館

対
象

　

終
了
後
奉
仕
員
活
動
が
可
能
な

　

高
校
生
以
上
の
市
内
在
住
者

定
員　

25
人

参
加
料

　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

申
込
受
付

　

４
月
５
日（
火
）か
ら
電
話
に
て

　

受
付（
初
心
者
優
先
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

福
祉
課　

新

敷

双

敷
２

双
公

本

　

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
９
１

警察からのお知らせ
Police information

双葉ふれあい文化館だより
○綾戸智恵コンサート ～ＤＯ ＪＡＺＺ～
日　時
　６月５日（日）
　午後２時30分開場
　午後３時開演

入場料
　前売り　5,000円
　当　日　5,500円

※全席指定、未就学児
　入場不可
※チケットは双葉ふれ
　あい文化館で販売中

■問い合わせは…
　双葉ふれあい文化館　☎0551（20）3660
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講
座
・
教
室

行

政

特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の

額
改
定

　

国
が
支
払
う
特
別
児
童
扶
養
手

当
、特
別
障
害
者
手
当
、障
害
児
福

祉
手
当
、経
過
的
福
祉
手
当
は
、毎

年
、
全
国
消
費
者
物
価
指
数
の
実

数
値
に
基
づ
き
、
支
給
月
額
の
見

直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
平
成
28
年

度
は
、
4
月
か
ら
次
の
内
容
に
よ

り
支
給
月
額
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当（
月
額
）

　

20
歳
未
満
で
、
身
体
ま
た
は
精

　

神
に
次
の
程
度
の
障
が
い
を
有

　

す
る
在
宅
の
児
童
を
養
育
し
て

　

い
る
保
護
者

○
1
級（
身
体
障
害
者
手
帳
1
・

　

2
級
ま
た
は
療
育
手
帳
Ａ
１
・

　

Ａ
２
相
当
）

　

3
月
ま
で　

５
１
、１
０
０
円

　

4
月
か
ら　

５
１
、５
０
０
円

○
2
級（
身
体
障
害
者
手
帳
3
・

　

4
級
の
一
部
ま
た
は
療
育
手
帳

　

Ａ
３
・
Ｂ
１
の
一
部
相
当
）

　

3
月
ま
で　

３
４
、０
３
０
円

　

4
月
か
ら　

３
４
、３
０
０
円

特
別
障
害
者
手
当（
月
額
）

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
著
し
く
重

　

度
で
永
続
す
る
障
が
い
が
あ
る

　

た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常

　

時
特
別
の
介
護
を
要
す
る
在
宅

　

の
20
歳
以
上
の
人
で
、
重
度
の

　

障
が
い
が
重
複
さ
れ
る
と
認
め

　

ら
れ
る
人

　

3
月
ま
で　

２
６
、６
２
０
円

　

4
月
か
ら　

２
６
、８
３
０
円

障
害
児
福
祉
手
当（
月
額
）

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
重
度
で
永

　

続
す
る
障
が
い
が
あ
る
た
め
、

　

日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
の
介

　

護
を
要
す
る
在
宅
の
20
歳
未
満

　

の
人

　

3
月
ま
で　

１
４
、４
８
０
円

　

4
月
か
ら　

１
４
、６
０
０
円

経
過
的
福
祉
手
当（
月
額
）

　

昭
和
61
年
3
月
31
日
に
お
い
て

　

20
歳
以
上
で
、
昭
和
61
年
4
月

　

1
日
に
お
い
て
従
前
の
福
祉
手

　

当
の
受
給
資
格
を
有
し
、
特
別

　

障
害
者
手
当
、
障
害
基
礎
年
金

　

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
重

　

度
の
障
が
い
が
あ
る
と
認
め
ら

　

れ
る
人

　

3
月
ま
で　

１
４
、４
８
０
円

　

4
月
か
ら　

１
４
、６
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
は
…
福
祉
課　

新

敷

双

敷
２

双
公

本

　

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
９
１

　
　

０
５
５（
２
７
６
）２
１
１
３

平
成　

年
度
タ
ク
シ
ー

利
用
料
金
助
成
制
度

　　

重
度
心
身
障
が
い
者（
児
）等
が

通
常
の
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ

と
が
困
難
な
た
め
、
タ
ク
シ
ー
等

を
利
用
す
る
場
合
に
、
そ
の
料
金

の
一
部
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

４
月
か
ら
受
付
を
行
い
ま
す
。

対
象

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、
療

　

育
手
帳
Ａ
、
精
神
障
害
者
保
健

　

福
祉
手
帳
１
・
２
級
に
該
当
す

　

る
人

○
市
寝
た
き
り
高
齢
者
お
よ
び

　

認
知
症
高
齢
者
介
護
慰
労
金

　

の
支
給
を
受
け
て
い
る
人
に

　

介
護
さ
れ
て
い
る
人
で
あ
っ

　

て
、
所
得
税
非
課
税
世
帯
に
属

　

す
る
人

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
視
覚
障
が

　

い
３
〜
６
級
に
該
当
す
る
人

対
象
外

○
本
人
も
し
く
は
家
族
が
、
自
動

　

車
税
ま
た
は
軽
自
動
車
税
の
減

　

免
を
受
け
て
い
る
人

　
（
本
年
度
に
減
免
を
申
請
予
定

　

の
人
も
含
む
。）

○
社
会
福
祉
施
設
や
、
グ
ル
ー

　

プ
ホ
ー
ム
等
に
入
所
し
て
い

　

る
人

※
該
当
者
に
は
３
月
下
旬
に
通
知

　

を
送
付
し
ま
し
た
が
、
届
い
て

　

い
な
い
場
合
は
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
福
祉
課　

新

敷

双

敷
２

双
公

本

　

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
９
１

　
　

０
５
５（
２
７
６
）２
１
１
３

高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
・

バ
ス
利
用
料
金
助
成
事
業

　

高
齢
者
の
社
会
活
動
の
範
囲
を

広
め
自
立
を
支
援
す
る
た
め
、
タ

ク
シ
ー
券
ま
た
は
バ
ス
券
の
交
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
利
用
に
あ
た
っ
て
は
事

前
に
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

対
象

　

市
内
に
在
住
す
る
75
歳
以
上
の

　

高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
う
ち
、

　

次
の
す
べ
て
の
要
件
に
該
当
す

　

る
人

○
世
帯
全
員
の
住
民
税
が
非
課
税

　

の
人

○
世
帯
全
員
が
自
動
車
等
を
所
有

　

せ
ず
、運
転
を
し
な
い
人

※
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
含
む

助
成
内
容

○
タ
ク
シ
ー
券
の
場
合

　

７
３
０
円
券
を
月
２
枚

　
（
１
、４
６
０
円
分
）

○
バ
ス
券
の
場
合

　

ひ
と
月
１
、４
６
０
円
分
の
券

○
両
方
の
場
合

　

タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
券
を
ひ
と
月

　

各
７
３
０
円
分

　
（
計
１
、４
６
０
円
分
）

利
用
で
き
る
交
通
機
関

○
タ
ク
シ
ー
の
場
合

　

山
梨
県
タ
ク
シ
ー
協
会
加
入

　

会
社
ま
た
は
、
市
が
許
可
し
た

　

会
社

○
バ
ス
の
場
合

　

山
梨
交
通
㈱
が
運
行
し
て
い
る

　

バ
ス

　
（
甲
斐
市
民
バ
ス
を
含
む
。）

申
込
受
付

　

長
寿
推
進
課
ま
た
は
各
支
所
市

　

民
地
域
課
ま
で
申
請
書
を
提
出

※
申
請
書
は
各
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

　

印
鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

長
寿
推
進
課　

新

敷

双

敷
２

双
公

本

　

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
９
３

高 齢 者 向 け 給 付 金

　賃金引き上げの恩恵が及びにくい高齢者への支援
として、高齢者向け給付金（年金生活者等支援臨時福
祉給付金）が支給されます。対象と思われる人には、
４月中に市からお知らせと申請書類等を郵送する予
定です。

対　象
　平成27年度臨時福祉給付金の対象者のうち、平成
　28年度中に65歳以上となる人（昭和27年４月１
　日以前生まれの人）
給付額　１人につき30,000円（1回限り）
※給付金の支給をかたった、振り込め詐欺や個人情
　報の詐取にご注意ください。

■問い合わせは…
　福祉課（新館１階）　☎055（278）1691

（ 年 金 生 活 者 等 支 援 臨 時 福 祉 給 付 金 ）
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講
座
・
教
室

●公民館ふれあい講座
■受講対象…市内在住者および市内に勤務している18歳以上の人
■受 講 料…無料（教材費実費、申込後のキャンセルは教材費を負担していただく場合があります。）
■申込方法…往復はがきの往信面（裏）へ①希望講座名②氏名（ふりがな）③年齢④性別⑤住所⑥電話番号を、返信面（表）
　　　　　　へ住所・ 氏名を明記して郵送してください。応募多数の場合は抽選とし、結果を返信用はがきにてご
　　　　　　連絡します。（締切後７日以内に結果が届かない場合は、問い合わせください。）1枚の往復はがきで申
　　　　　　し込みできるのは１講座、１人分です。
■申込締切…４月12日（火）必着（締切日以降は問い合わせください。）

◇竜王北部公民館　■往復はがき郵送先…〒400-0192　甲斐市篠原2610　竜王北部公民館
　　　　　　　　　　 ■問い合わせは…☎055（276）7511　 　055（276）7290

◇竜王南部公民館　■往復はがき郵送先…〒400-0117　甲斐市西八幡1976-1　竜王南部公民館
　　　　　　　　　　■問い合わせは…☎055（276）0711　 　055（276）0712

講座 /講師（敬称略） 内　容 定員 期間 /時間 教材費 /持ち物

はじめての
洋風つまみ細工

（講師：飯島薫）

つまみ細工は江戸時代に生まれた
手工芸。コットンを使い、コサー
ジュなどを作ります。（公民館に見
本あり。）

15 人
５月12日、６月９日、７月14
日の木曜日【全３回】
午後１時30分～３時30分

3,000円 / は さ み、 長
めのピンセット

簡単！
エスニック料理

（講師：守屋若奈）

家庭でも作れる、ピリッと辛いエ
スニック料理を学びます。 12 人

５月14日、６月11日、７月
９日の土曜日【全３回】
午前10時～午後１時

3,000円 / エ プ ロ ン、
三角巾

武田家の城づくり
（講師：市学芸員）

市内にある武田家ゆかりの史跡や
新府城について学びます。（２回目
は現地見学あり。）

20 人

５月19日・26日（26日が雨天
の場合は６月２日）の木曜日

【全２回】
午前10時～正午

保険代実費負担 / 筆記
用具

大人の寺子屋
（講師：内容による）

健康、教養など、毎回違う内容を
学習や体験を通して学びます。 20 人

５月20日～９月16日の第３
金曜日【全５回】
午後１時30分～３時30分

1,500円 / 初回は筆記
用具

講座 /講師（敬称略） 内　容 定員 期間 /時間 教材費 /持ち物

気軽に楽しむ
カメラワーク

（講師：宮原照美）

コンパクトデジカメやスマホでも
印象に残る１枚を撮影するコツを
学び、作品を仕上げます。

15 人
４月26日、５月10日・31日
の火曜日【全３回】
午前10時～ 11時30分

1,000円 / コンパクト
デジカメまたはスマー
トフォン、筆記用具

世界の食文化を
知ろう～タイ編～

（講師：小尾ウイライ
ポン）

初回はタイの食文化や簡単なタイ
語、民族衣裳などを紹介し、２、
３回でタイラーメンやトムヤムク
ンなどを実習します。

20 人
５月11日、６月８日、７月13
日の水曜日【全３回】
午前９時30分～正午

2,000円 / 筆記用具

話し方教室
「司会のヒント」

（講師：山形由紀子）

いざという時に役に立つ、人前で
話す時の基本や、伝わる原稿の読
み方、声の通るマイクの使い方な
どを学びます。

12 人
５月12日・26日、６月９日・
23日の木曜日【全４回】
午後７時30分～９時

無料 / 筆記用具

ゆる体操
（講師：河野貴仁）

声を出しながらやさしく体をほぐ
します。コリやゆがみが取れ、健
康やダイエットに高い効果があり
ます。

20 人

５月13日・27日、６月10日・
17日、７月８日・22日の金曜
日【全６回】
午後１時30分～３時

無料 / ヨガマットまた
はバスタオル、飲み物、
汗拭きタオル

募

集

相

談

イ
ベ
ン
ト
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講
座
・
教
室

行

政

◇竜王北部公民館　■往復はがき郵送先…〒400-0192　甲斐市篠原2610　竜王北部公民館
　　　　　　　　　　 ■問い合わせは…☎055（276）7511　 　055（276）7290

講座 /講師（敬称略） 内　容 定員 期間 /時間 教材費 /持ち物

J-POP でヒップホップ
（講師：廣瀬梨江）

踊ることや表現することの楽しさ
を体験します。ランニングマンに
挑戦して、最終回は成果発表です。

20 人
４月22日～５月20日の金曜日と
５月22日（日）【全６回】
午後６時30分～８時

無料／動きやすい服
装、飲み物、タオル

●公民館子どもふれあい講座
■受講対象…○「J-POP でヒップホップ」「チアダンス！」・・・市内在住の小中学生
　　　　　　○親子で学ぶ昆虫教室・・・・・・・・・・・・市内在住の小中学生の親子
　　　　　　○こども落語・・・・・・・・・・・・・・・・市内在住の小学３年生から中学生
                 ○かたりとみっく ® 教室・・・・・・・・・・・市内在住の幼児と保護者
■受 講 料…無料（教材費実費、申込後のキャンセルは教材費を負担していただく場合があります。）
■申込方法…往復はがきの往信面（裏）へ①希望講座名②保護者と子の氏名（ふりがな）③年齢（学年）④性別⑤住所⑥電話番
　　　　　　号を、返信面（表）へ住所・保護者と子の氏名を明記して申し込みください。応募多数の場合は抽選とし、結果
　　　　　　を返信用はがきにてご連絡します。（締切後７日以内に結果が届かない場合は、問い合わせください。）1枚の
　　　　　　往復はがきで申し込みできるのは１講座、１人（組）分です。
■申込締切…４月12日（火）必着（締切日以降は問い合わせください。）

講座 /講師（敬称略） 内　容 定員 期間 /時間 教材費 /持ち物

親子で学ぶ昆虫教室
（講師：牛山正司）

カブトムシ、クワガタ等実物をと
おして昆虫について学びます。（幼
虫から育てる体験あり。）

12 組
４月30日、５月21日、８月６日
の土曜日【全３回】
午後１時30分～３時30分

1,000円/筆記用具、
色鉛筆、軍手

◇双葉公民館　■往復はがき郵送先…〒400-0105　甲斐市下今井236-2　双葉公民館
　　　　　　　　■問い合わせは…☎0551（20）3666　 　0551（20）3659

講座 /講師（敬称略） 内　容 定員 期間 /時間 教材費 /持ち物

こども落語
（講師：山梨落語

研究会）

おもしろい話やためになる話、お
話の中には生きる知恵がいっぱい
です。声に出して楽しみましょう。

12 人
５月７日・14日・28日、６月４日・
18日・25日の土曜日と６月26日

（日）【全７回】　午前10時～正午
無料 / 飲み物

かたりとみっく ®
教室

（講師：かたりーな）

絵本の読み語りや、リズム遊びな
ど、音楽に合わせて語りとリトミッ
クを親子で楽しみます。

10 組
５ 月 15 日・29 日、 ６ 月 12 日・
19日の日曜日【全4回】
午前10時30分～ 11時30分

500円 / なし

チアダンス！
（講師：桜井美奈）

スポーツマンシップと思いやりの
心を大切に、元気と笑顔で応援し
ます。最終回は成果発表です。

22 人
５月21日～６月25日の土曜日、
６月26日（日）【全７回】
午後５時～６時30分

800円 / 動 き や す
い 服 装、 飲 み 物、
タオル

講座 /講師（敬称略） 内　容 定員 期間 /時間 教材費 /持ち物

身近な植物を学ぶ
（講師：中込司郎）

庭先や道端に咲く身近な草花や樹
木を学びます。（野外学習あり。） 15 人

５月11日（水）、６月１日～ 12月
７日の第１水曜日、平成29年１
月11日（水）、２月１日（水）

【全10回】　午後１時30分～３時

300円 / 筆記用具

みんなの歌声教室
（講師：芦沢真一）

呼吸を意識しながら声を出して、
楽しく歌います。 30 人

４月27日～ 7月13日の第２・ 第
４水曜日【全６回】
午前10時～ 11時30分

200円 / 筆記用具

アロマテラピー教室
（講師：金丸美由紀）

心と身体を解きほぐすアロマテラ
ピーについて学び、癒しのアロマ
トリートメントオイルを作ります。

12 人 ４月23日（土）
午後１時30分～３時 1,000円 / 筆記用具

◇敷島公民館　■往復はがき郵送先…〒400-0123　甲斐市島上条1020　敷島公民館
　　　　　　　　■問い合わせは…☎055（277）4111　 　055（277）4212

◇敷島公民館　■往復はがき郵送先…〒400-0123　甲斐市島上条1020　敷島公民館
　　　　　　　　■問い合わせは…☎055（277）4111　 　055（277）4212
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行

政

募

集

相

談

イ
ベ
ン
ト
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講
座
・
教
室

本 … 本館
新 … 新館
本 … 本館
新 … 新館
本 … 本館
新 … 新館

長
崎
へ
平
和
取
材

「
親
子
記
者
」参
加
者
募
集

実
施
期
間

　

８
月
８
日（
月
）午
後
２
時
30
分

　

〜
11
日（
木
）正
午【
３
泊
４
日
】

※
長
崎
市
滞
在
中
、
平
和
祈
念
式

　

典
参
加
な
ど
を
通
し
て
原
爆
・

　

平
和
に
関
す
る
取
材
を
し
て
い

　

た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
参
加
決

　

定
者
に
は
、
事
前
課
題
が
あ
り

　

ま
す
。

対
象

　

市
内
在
住
の
小
学
４
〜
６
年
生

　

1
人
と
そ
の
保
護
者
1
人

定
員　

全
国
か
ら
18
人（
９
組
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
５
月
下
旬

　

に
抽
選
し
、
電
話
等
に
よ
り
当

　

選
者
の
み
に
通
知
し
ま
す
。

主
催

　

日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会

申
込
受
付

　

は
が
き
に
①
住
所
②
参
加
者
の

　

氏
名
・
性
別
③
小
学
校
名
・
学

　

年（
28
年
度
）④
電
話
番
号
⑤
保

　

護
者
の
氏
名
・
性
別
⑥
平
和
を

　

願
う
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
入

　

し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
協
議

　

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募

　

で
き
ま
す
。

申
込
期
限

　

５
月
９
日（
月
）※
当
日
必
着

応
募
先

　

〒
８
５
２

－

８
１
１
７

　

長
崎
市
平
野
町
７

－
８

　

日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会

　

事
務
局

そ
の
他　

交
通
費
、宿
泊
代
、取
材

　

補
助
経
費
を
支
給
し
ま
す
。

※
詳
細
は
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会

　

事
務
局

　

☎
０
９
５（
８
４
４
）９
９
２
３

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は

適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ
う

　

県
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処

理
セ
ン
タ
ー
で
は
、
果
樹
や
野
菜

の
ハ
ウ
ス
栽
培
な
ど
で
使
わ
れ
た

ビ
ニ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
な
ど
を
分
別

し
、
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
を

進
め
、
適
正
な
処
理
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

農
家
が
セ
ン
タ
ー
に
直
接
持
ち

込
む
場
合
の
受
付
日
は
、
月
曜
日

と
木
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
４
時
30
分
ま
で
で
す
。（
正

午
〜
午
後
１
時
を
除
く
。）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

県
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処

　

理
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
５（
２
８
４
）０
９
３
８

キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し

入
会
者
募
集

　

自
分
の
生
き
が
い
づ
く
り
、
新

し
い
知
識
・
技
術
の
習
得
な
ど
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
気
軽
に

学
べ
る
シ
ス
テ
ム
が「
キ
ャ
ン
パ

ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
」で
す
。

　

県
・
市
町
村
・
大
学
・
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
・
各
種
団
体
等

の
連
携
機
関
が
実
施
す
る
講
座
の

中
か
ら
興
味
・
関
心
の
あ
る
も
の

を
選
ん
で
学
習
で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

県
生
涯
学
習
文
化
課

　

☎
０
５
５（
２
２
３
）１
３
１
９

警察からのお知らせ
Police information

双葉ふれあい文化館だより

甲斐市の人口　７４，858人（－2）
（平成28年2月末現在）

日本人 73,888人（+12）
　男性 36,583人（+6） 女性 37,305人（+6）
外国人 970人（－14）
世帯数 31,076世帯（+8世帯）　（ ）内は前月比

日本ネットワークサービス「テレビ回覧板」
市の生活情報やイベント情報を文字と音声でお届けします。
月～日曜日　　午前9：30～、午後６：00～

今月の表紙

　

赤坂稲荷の初午祭り「神楽奉納」
　竜王新町の赤坂稲荷の初午祭りで行われた

「神楽奉納」。約30年前に結成された地域の神
楽保存会のみなさんが舞を披露しています。
※本誌17ページに関連記事が掲載されてい
　ます。

Twitter

LINE

春の全国交通安全運動

　「乗せるのは　君の宝（かぞく）と　その未来（あした）」を
スローガンに、４月６日（水）～15日（金）の10日間、春の
全国交通安全運動が実施されます。
　この運動は、広く市民に交通安全思想の普及・浸透を図り、
交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣付けて
いただくことにより、交通事故防止の徹底を図ることを目的
としています。市民一人ひとりが交通ルールを守り交通事
故の防止に努めましょう。
　また、児童生徒が交通事故の被害者とならないよう、ドラ
イバーは、交通ルールを遵守し、安全運転を心掛けましょう。

○新入学児童のいる家庭へのお願い
　通学路を実際に子どもと歩いて「危険な場所」等の確認を
　し、交通ルールや安全な通行方法について、言葉で繰り返
　し教えるとともに、お手本となる行動をとりましょう。
○ドライバーへのお願い
　通学路では、徐行を心がけましょう。また、児童生徒の横
　を通過する時は、減速や徐行をしましょう。　
※４月10日（日）には「交通事故死ゼロを目指す日」も併せ
　て実施されます。

■問い合わせは…
　韮崎警察署　　　　　　　　☎0551（22）0110
　防災危機管理課（本館３階）　☎055（278）1676
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講
座
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教
室

行

政

ギ
ャ
ラ
リ
ー
紹
介

竜
王
南
部
公
民
館

展
示

　

虹
の
会（
水
彩
画
）、
す
み
れ
会

　
（
着
物
リ
メ
イ
ク
）

期
間

　

４
月
21
日（
木
） 〜

　

５
月
19
日（
木
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

竜
王
南
部
公
民
館

　

☎
０
５
５（
２
７
６
）０
７
１
１

敷
島
公
民
館

展
示　

文
協
押
花
部（
押
花
絵
画
）

期
間

　

４
月
１
日（
金
） 〜

　

５
月
31
日（
火
） 

■
問
い
合
わ
せ
は
…
敷
島
公
民
館

　

☎
０
５
５（
２
７
７
）４
１
１
１

双
葉
公
民
館

展
示　

文
協
絵
画
部（
油
絵
）、
双

　

葉
書
道
ク
ラ
ブ

期
間

　

４
月
１
日（
金
） 〜

　

９
月
25
日（
日
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
双
葉
公
民
館

　

☎
０
５
５
１（
２
０
）３
６
６
６

在
宅
介
護
者
座
談
会

　

介
護
の
悩
み
を
語
り
合
い
、
介

護
者
同
士
交
流
す
る
座
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
初
め
て
の
人
も
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
14
日（
木
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

竜
王
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

情
報
交
換
、交
流
な
ど

対
象

　

市
内
在
住
の
在
宅
で
高
齢
者
を

　

介
護
し
て
い
る
人

参
加
料　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所

　

☎
０
５
５（
２
７
７
）１
１
２
２

平
成　

年
度
甲
斐
国
際

交
流
協
会
会
員
募
集

　

甲
斐
国
際
交
流
協
会
は
、
市
内

在
住
の
外
国
人
と
の
交
流
会
や
語

学
教
室
の
開
催
、
海
外
か
ら
の
交

流
団
の
受
け
入
れ
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

年
会
費

○
個
人
会
員　

２
、０
０
０
円

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員

　

４
、０
０
０
円

○
賛
助
会
員

　

１
０
、０
０
０
円

※
申
し
込
み
方
法
等
、
詳
細
は
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

甲
斐
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
１
８
８

日
本
語
・
中
国
語
教
室

○
日
本
語
教
室

日
程

　

４
月
10
日
〜
９
月
25
日
の
日
曜

　

日【
全
23
回
】

　

午
前
10
時
〜
正
午

※
５
月
１
日
・
８
月
14
日
は
休
み

場
所

　

竜
王
北
部
公
民
館

内
容

　

ひ
ら
が
な
・
漢
字
、
簡
単
な
日

　

常
会
話
、日
本
文
化
な
ど

受
講
料　

無
料

持
ち
物

　

筆
記
用
具

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

○
中
国
語
教
室

日
程

　

４
月
〜
９
月
の
木
曜
日
・
金
曜

　

日
の
午
後

※
入
門
・
中
級
・
上
級
の
ク
ラ
ス

　

に
よ
る
。

場
所

　

竜
王
北
部
公
民
館

受
講
料　

ク
ラ
ス
に
よ
る

持
ち
物

　

筆
記
用
具

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

甲
斐
国
際
交
流
協
会（
五
味
）

　

☎
０
９
０（
１
６
１
０
）５
４
７
６

28

   

農業者のみなさんへ
　市では、活力ある農業の実現と新鮮で安心な農
産物生産のため、補助金制度を実施しています。
　補助金の交付を受ける際は、申請条件等の制限
がありますので、詳細は問い合わせください。

○生産調整対策市単独助成事業
内　容　転作等による生産調整を行った市内在
　　　　住の農業者に奨励金を交付
条　件　作付けの内容が一般作物（大豆、麦、飼料
　　　　用作物等）または特例作物（トマト、キュ
　　　　ウリ、ナス等一般的な野菜）
補助率　一般作物９円／㎡、特例作物５円／㎡

○学校給食米生産者補助事業
内　容　学校給食用米（コシヒカリ、ヒノヒカリ）
　　　　を生産・出荷する農業者への補助金
条　件　農業協同組合の検査で認められたもの
補助率　籾換算50円／㎏

○やはたいも作付け補助事業
内　容　やはたいも作付けに対する補助
条　件　竜王地内の田畑に100㎡以上作付けし
　　　　たもの
補助率　20円／㎡

○有機質事業
内　容　梨北、中巨摩東部農協から購入した有機
　　　　肥料（土の里、あいのう、あいのうαの
　　　　３種類）購入費の補助
条　件　農協正組合員、申請は年度内１回で１世
　　　　帯40袋限度（基準単価は１袋400円）
補助率　購入費（税抜き）の３分の１

○農業共済掛金助成事業
内　容　農業共済組合の加入共済掛金への補助
条　件　果樹共済と園芸施設共済への加入
補助率　各共済掛金の３分の１

■問い合わせは…
　農林振興課（本館２階）　☎055（278）1707
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この印刷物は、環境にやさしいベジタブルオイルインキで
印刷しています。　再生紙を使用しています

■ 発行日／平成28年4月１日
■ 発行／甲斐市　〒400 -0192　山梨県甲斐市篠原2610
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■ ホームページ　http://www.city.kai.yamanashi.jp　

場　所場　所 三社神社（信玄堤公園）周辺三社神社（信玄堤公園）周辺
催し物案内催し物案内 神輿等の渡御、木花開耶姫化粧コンテスト、

信玄太鼓演奏、みゆきソコダイ踊り等
神輿等の渡御、木花開耶姫化粧コンテスト、
信玄太鼓演奏、みゆきソコダイ踊り等

　起源は、今から約1,200年前の平安時代、天長２（825）年に天
皇が勅使を遣わし、釡無川の水難を防ぐため一宮浅間神社（笛吹
市）、二宮美和神社（笛吹市）、三宮玉諸神社（甲府市）に命じて水
防祈願を行わせたのが始まりだといわれています。
　当日、神輿の担ぎ手は、紅おしろい、長じゅばんに白い足袋とい
う女性の格好をし、独特の「ソコダイ・ソコダイ」の掛け声とともに堤
を踏み固める動作で練り歩きます。また、堤では三社神社の宮司
を中心に神事「川除祭」が行われます。
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P 新光土木
資材置場
新光土木
資材置場

至 開国橋至 開国橋

会場会場

県立明正学園県立明正学園

■問い合わせは… おみゆきさん実行委員会事務局　商工観光課（本館２階）　☎055（278）1708

※会場周辺では交通規制が行われます。特に国道
20号から信玄橋までは、午前10時15分から午
後５時30分まで車両通行止めとなります。
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